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平成２５年度から本学と西九州大学と共同で推進している文

部科学省の地（知）の拠点整備事業「コミュニティ・キャンパス佐

賀アクティベーション・プロジェクト」が、４年間に亘って実施さ

れています。３年経過後の平成28年度評価では、本事業は順調

に進んでいるとの評価が得られています。この事業の４年目に当

たる平成２８年度の活動状況を報告書としてまとめ、発行するこ

とになりました。

本プロジェクトは、地域を志向した教育・研究・社会貢献に力

を入れている両大学が佐賀県全域をキャンパスと位置づけ、学生

と教職員による実践的な教育・研究を通して地域が直面する課

題の解決に向けて一体となって活動し、地域の再生と活性化を図

ろうとするものです。従って、本プロジェクトが対象とする地域で

ある、佐賀県及び県内６市１町において、佐賀大学では、「学生

参画による調査・交流・活動を通した地域創成プログラム」など

の７つのプロジェクト、また西九州大学では、「介護（認知症）予

防事業に着目したリハビリテーションプログラム」など５つのプ

ロジェクトが進められています。各プロジェクトが、地域と密接な

連携を取りながら進められているというのが地（知）の拠点整備

事業の特徴です。

本事業に関連して、両大学およびＣＯＣ＋連携大学合同で、「Ｃ

ＯＣ/ＣＯＣ＋さがの未来を創る地方創生と人材育成シンポジウ

ム」を平成２８年１１月２３日に開催し、地域志向型教育やイン

ターンシップ、地域産業・雇用についての講演会と分科会を実施

し、学生、連携企業・団体等から１５９名の参加を得ました。

平成２８年度における佐賀大学プロジェクトの各事業内容・成

果は本報告書に記載された通りです。本事業のミッションである

本学学生の研究教育と地域連携に関する事業として、連携する

自治体及びＮＰＯ団体を含む地域社会が抱える多様な課題の解

決に向けた地域志向型の教育研究を、教養教育と学部専門教育

（一部大学院教育を含む）において全学的な取り組みとして推進

することができました。

平成２８年度はＣＯＣ＋事業と一体となって、国が掲げる地方

創生政策のもと「地域の創生と活性化」を一層推進しているとこ

ろです。本学が佐賀の地における知の拠点として地域社会の発

展に寄与し続けることは当然の任務であり、本事業を積極的に

進めることが益々重要であると思われます。学内外の皆様のご

理解とご協力をお願い申し上げる次第です。

佐賀大学　理事・副学長
コミュニティ・キャンパス佐賀

運営委員会委員長

門出  政則

ご 挨 拶
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2016年

● 4 月25日

● 5 月23日
● 5 月27日
● 8 月 8 日

● 9 月8日・9日

● 9 月16日
● 9 月26日

●10月29日

●11月 4 日

●11月23日

●12月 8 日

2017年

● 2 月 1 日
● 2 月 3 日

● 2 月 6 日
● 2 月14日
● 3 月6日・7日

● 3 月10日

第14回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会
大学ＣＯＣ事業推進部門会議
第14回コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議
大学ＣＯＣ事業推進部門会議
第15回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会
大学ＣＯＣ事業推進部門会議
第15回コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議
「九州・沖縄ＣＯＣ学生情報交換会
（九州・沖縄ＣＯＣインカレキャンプ）」参加
大分大学来訪
ＦＤ・ＳＤ研修会開催
鹿児島大学来訪
「九州・沖縄ＣＯＣ／ＣＯＣ＋シンポジウム
ＩＮ鹿児島２０１６」参加・ポスター出展
第16回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会
大学ＣＯＣ事業推進部門会議
第16回コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議
ＣＯＣ／ＣＯＣ＋「さがの未来を創る 
地方創生と人材育成シンポジウム」開催
宮崎大学来訪　

「さがを創る交流会」開催
第17回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会
大学ＣＯＣ事業推進部門会議
第17回コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議
外部評価委員会
平成28年度ＣＯＣ／ＣＯＣ＋全国シンポジウム
参加・ポスター出展
金沢大学来訪

第14回運営委員会

第14回推進会議

九州・沖縄ＣＯＣ学生情報交換会

ＣＯＣ／ＣＯＣ＋シンポジウム

は
じ
め
に
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本学と永原学園西九州大学の共同申請による文部科学省「地
（知）の拠点整備事業―コミュニティ･キャンパス佐賀アクティ
ベーション･プロジェクト―」は､事業採択から４年を経過しまし
た。地域のアクティベーション（活性化）は、地域（住民と行政）
に責務があります。大学の本分は教育と研究であり、地域の活性
化ではありません。しかし、地域を成立させる一員でもあること
から、地の拠点の一つとしての知の役割が求められています。

このようななか、昨年度以上に今年度力を入れたのは、地域に
出ていき、地域の強みと弱みを知り、地域の改善を学生自ら考え
るきっかけを作る取り組みでした。

西九州大学との共同プロジェクトとしては、キクイモの栽培方
法の確立や６次産業化など地域資源を活用した中山間地域活性
化、佐賀市中心部の活性化をにらんだサガ・ライトファンタジー
への共同参画などを積極的に行いました。地域自体とその活性
化を学び意識させるべく、プロジェクトのすり合わせを行った結
果、学生たちも相互のことを意識するようになりました。

一方で、本学においては、学生を地域に連れ出して学ばせる地
域志向科目の充実に昨年以上に取り組みました。時間や移動手
段の確保にも苦労しましたが、土日や休暇中の時間を活用しなが
ら、学外授業を行いました。地域を実感して、学生たちの地域に
対する思いや意識、共同で取り組む力などのスキルは着実に向上
していると思います。それらの力を把握するために、ＰＲＯＧも導
入して継続的な把握も行なうようになりました。現在は、学生の
専門科目等での学び向上と評価のために、ルーブリックの試験的
導入も進めています。

しかしながら、今後の課題もまだ残っています。ＳＮＳやミニコ
ミ誌などを使った情報発信、地域の実感の把握、事業継続のた
めの資金作りなどです。特に来年度は補助事業の最終年度を迎
えますが、事業継続のためには資金が必要です。その資金を自治
体や地元企業から得るためには、地域の方々からの認識を高め
る必要があります。ステークホルダーである地域に大学の存在を
実感してもらい、評価してもらうことが望まれます。来年度はそ
の正念場になろうかと思います。

最後になりましたが、本事業の企画・推進に際して、ご協力い
ただいた学内の教職員、西九州大学・関連自治体、そして「場の
教育」にご協力頂いた地域住民の方々に、お礼申し上げます。次
年度以降も、地域課題を意識した学生教育と地域課題解決に向
けた取り組みを推進しますので、さらなるご支援とご協力をお願
いします。

地（知）の拠点整備事業と地方創生

事業実施責任者　

三島  伸雄
工学系研究科　教授

ご 挨 拶
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佐賀大学と西九州大学は、佐賀県全域をキャンパスと位置づけ、学生・教職員による実践的な教育・研究を通

して、地（佐賀県域）と知（教育研究）のアクティベーション（活性化）を進めることで、佐賀の地における知の

拠点としての機能を強化します。

このプロジェクトは、佐賀県、佐賀市、唐津市、鹿島市、小城市、嬉野市、神埼市、吉野ヶ里町の１県６市１町と

連携し、両大学とも地域での学修機会を増加させる教育カリキュラムの改革を行い、事業の実効性と持続性の

ある全学的なプロジェクトとして推進します。

コミュニティ・キャンパス佐賀
アクティベーション・プロジェクトとは

プロジェクト概要

図１　佐賀大学・西九州大学によるコミュニティ・キャンパス佐賀
　　　アクティベーション・プロジェクト事業一覧と連携自治体
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佐賀大学と西九州大学の連携強化のため、各大学の事業実施責任者及びプロジェクト代表等が集まる「コ

ミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト運営委員会」を設置し、プロジェクト実施に関する

企画の立案と推進や自治体等との連携の推進に関すること等を協議します。また、連携自治体の担当者と各大

学の事業実施責任者、ＮＰＯ関係者で「コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト推進会

議」を開催し、事業の円滑な推進を図ります。

事業推進体制

佐賀大学学長 西九州大学学長 

ＳＮＳによる情報の共有・発信・対話の場 

 

「コミュニティ・キャンパス佐賀」運営委員会（事業推進会議） 
 
 委 員 長：佐賀大学副学長（研究・社会貢献・国際貢献担当） 

 副委員長：佐賀大学事業実施責任者 
 副委員長：西九州大学事業実施責任者 
 各プロジェクト実施責任者 
 学生支援教員 
 コミュニティキャンパス佐賀コーディネーター 
 

自治体・ＮＰＯ等の担当者 

地
域
志
向
型
教
育
研
究
へ
の
支
援 

地域 佐
賀
県
に
お
け
る
産
学
官
包
括
連
携
協
定
・
自
治
体
等
と
の
連
携
協
定 

 

佐
賀
県
市
長
会 
 

佐
賀
県
町
村
会 

 

佐
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会 

 

佐
賀
県
商
工
会
連
合
会 

佐賀県 
佐賀市 
神埼市 
唐津市 
小城市 
鹿島市 
嬉野市 
吉野ヶ里町 
ＮＰＯ代表 

参画 連携・支援 外部評価委員会 
自治体・ＮＰＯ等の担当者自治体・ＮＰＯ等の担当者

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
佐
賀
」
推
進
会
議 

個別プロジェクト会議 
座長・プロジェクト実施責任者 

佐賀大学 
全学教育機構、文化教育学部、経済学部、医学部、工学系研究科（理工学部）、農学部、
産学・地域連携機構、全学教育委員会、全学社会貢献委員会 
【連携大学】自治医科大学 
西九州大学 
健康栄養学科、社会福祉学科、リハビリテーション学科、子ども学科、西九州大学グルー
プ地域連携センター、あすなろうセンター、食育サポートセンター、健康福祉実践セン
ター、全学教務委員会 
【連携大学】西九州大学短期大学部 

運営委員会 推進会議地（知）の拠点整備事業「コミュニティ・
キャンパス佐賀アクティベーション・プロ
ジェクト」の実施に関し、必要事項を審議
するために設置。委員長、副委員長、各
プロジェクト代表者などが集まり、隔月１
回開催。プロジェクト実施に関する企画の
立案・推進に関することや、自治体等との
連携推進に関すること等を審議する。 

連携自治体（佐賀県、佐賀市、神埼市、唐
津市、小城市、鹿島市、嬉野市、吉野ヶ里
町）担当者及び両大学事業実施責任者、Ｎ
ＰＯ関係者等が集まり、隔月１回開催。 地
域のニーズに対応した教育研究の推進に
ついてや、 地域と大学間の積極的な連携・
対話の推進に関すること等を審議。Ｈ２６年
５月には自治体関係者等約１００名が集ま
る拡大推進会議を開催。 

「運営委員会」と
「推進会議」の役割

図２　佐賀大学・西九州大学、及び地域連携による推進体制

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project



10

教養教育の改革は、専任教員を配置する全学教育機構（責任部局）が推進する「インターフェース科目」から

なる新カリキュラム（平成26年度より開始）によるものです。この科目は２～３年次の２年間で４科目を履修す

る（選択必修）もので、５コースに分かれ、「インターフェースプログラム（４科目・８単位）」、及びプログラムの

担当教員が必要に応じて開講する「インターフェース演習」からなります。これは、社会との接続を目的とする社

会人基礎力を養成するプログラムで、アクティブ・ラーニングを基盤にした学生の主体的な学びを推進します。

平成28年度からは、インターフェースプログラムの４科目のうち、最低１科目を地域志向型科目とし、全学生が

選択必修で地域志向型科目を履修することとなりました。

インターフェース科目中、本ＣＯＣ事業では「環境コース」と「地域・佐賀学コース」の「有明海学」「地域環境

の保全と市民社会」「地域創成学」等を中心に、フィールドワーク、ボランティア活動を含むサービス・ラーニン

グ及び実習、実験を重視する地域課題解決型のコース科目群に特色を有します（プロジェクトＡ・Ｂ）。これらの

科目では、土日祝日等を利用した学外授業で実施します。

学部専門教育（プロジェクトＣ～Ｇ）においては、実習・演習科目を中心とした地域課題解決型の実践的教育

を進め、企画力や実践力を有する専門職業人を養成します。

　これらは、佐賀大学学士力に基づいた教育として推進します。

教養カリキュラム改革

図３　地域課題解決型アクティブ・ラーニングを基盤とする教養教育の改革
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両大学は、連携自治体において全１２事業を実施しています。佐賀大学はプロジェクトＡからＧまでの７つ、西

九州大学はプロジェクトＨからＬまでの５つの事業を行っており、佐賀大学プロジェクトＡ・Ｆ・Ｇ、及び西九州

大学プロジェクトＨ・Ｊ・Ｋ・Ｌが連携して事業に取り組みました。連携自治体別では、佐賀市で４件、嬉野市で１

件の計５件の事業に連携して参画し、両大学のシーズを活かした取り組みを実施しました。

佐賀大学・西九州大学、両大学連携事業

図４　大学間連携事業概要

関連プロジェクト 連携自治体 実施内容

１ Ａ・Ｊ 佐賀市 佐賀市中心市街地活性化のための調査研究、及びイベントプロデュース

２ Ｆ・Ｊ・Ｌ 佐賀市 佐賀市中心市街地活性化イベント「サガ・ライトファンタジー」への参画

３ Ｇ・Ｈ 佐賀市 佐賀大学農学部附属アグリ創生教育研究センターにおけるアグリ医療講習

４ Ｇ・Ｋ 佐賀市 キクイモの栽培方法の研究及び機能性の分析・研究、商品開発、認知度向上の
ための広報活動

５ Ａ・Ｋ 嬉野市 地域活性化拠点「豊ふぁー夢」における地域活性化イベントの企画・運営及び
機能性食品開発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project
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全１２プロジェクト中、佐賀大学ではプロジェクトＡからＧの７つのプロジェクトを実施しています。

学生参画による調査・交流・
活動を通した地域創成プロ
グラム

（連携自治体）佐賀市、唐津市、鹿島市、嬉野市、

　　　　　　  吉野ヶ里町

「中心市街地の活性化」や「離島・山間地域の

活性化」「地域コミュニティの再生」を目的に、全

学教育機構における教養教育改革の一環として行

います。教養教育のインターフェース「地域・佐賀学

コース」の「地域創成学プログラム」を基盤に、「文

化と共生コース」、「生活と科学コース」等との連

携によって、地域活性化を目指します。

代表：五十嵐 勉　全学教育機構教授

学生参画による調査・対話・
活動を通した環境保全プロ
グラム

（連携自治体）佐賀県、佐賀市、鹿島市

「地域資源の保全と活用」「有明海の環境保全

と活用」を目的に、全学教育機構における教養教

育改革の一環として行います。教養教育のインター

フェース「環境コース」の「有明海学」「地域環境

の保全と市民社会」プログラム、及び「文化と共生

コース」の「映像・デジタル表現」において、主体的

な環境学習プログラムを実施・構築します。

代表：郡山 益実　全学教育機構准教授

地域の高齢者及び子どものヘル
スプロモーション促進に向けた
学生の実践力育成プロジェクト　　　　　　　　　　　

（連携自治体）佐賀県、佐賀市、鹿島市、嬉野市

学生の実践力育成と、地域の発達障害児を含む

子どもと中高齢者の健康増進に寄与することを目

的に、文化教育学部の健康スポーツ科学講座によ

る地域での運動指導等を行います。地域の子ども

から高齢者までを対象にすることで、ヘルスプロ

モーション能力を底上げし、運動・福祉の側面か

ら、地域の健康への取り組みを活性化します。

代表：井上 伸一　教育学部教授

地域との連携による地域経済政
策に関わる学生主体の調査研究
と成果の地域社会への還元

（連携自治体）佐賀県（佐賀地域経済研究会）、

　　　　　　  佐賀市、唐津市、小城市

学生自身が、地域の経済問題を調査して課題を

発見し、対策の検討とまとめを行います。地域が抱

える課題への対策は、佐賀県下の市部における地

域経済政策立案主体からなる「佐賀地域経済研究

会」の協力を得ながら行い、その成果は大学の公

開講座等で発表して地域に還元します。

代表：戸田 順一郎　経済学部准教授

佐賀大学の７つのプロジェクト

プロジェクト

Ａ
プロジェクト

Ｂ

プロジェクト

Ｃ
プロジェクト

Ｄ

 ★
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【★マーク】は佐賀大学と西九州大学が連携するプロジェクトです。

離島・山間地域における保健
医療とQOL向上のための人
材育成プロジェクト

（連携自治体）佐賀県、佐賀市、唐津市

地域医療実習及び自治医科大学との合同夏期

実習の教育実績を基盤として、全学教育機構や農

学部のプログラムとも連携して保健医療教育を実

施。学生同士の交流や将来の人的ネットワークの

形成、地域の文化や伝統に直に触れる機会を持つ

ことによる地域貢献意欲の涵養等を行い、地域で

の保健医療充実のための人材を育成します。

代表：杉岡 隆　医学部教授

地域空間再生デザイン・プロ
グラム

（連携自治体）佐賀市、唐津市、鹿島市、小城市、

　　　　　　  嬉野市

景観や街並み整備等、地域再生において重要な

「地域デザイン」。特に地域の空間分析と将来像を

わかりやすく伝えられるよう、対象地の空間的特質

や課題を捉えた計画設計、及びデジタルデザイン

への展開ができる人材（デザインクリエーター）の

育成を行います。また、西九州大学のプロジェクト

Ｌと連携し、都市のＵＤ（ユニバーサル・デザイン）

による再生にも寄与します。

代表：三島 伸雄　工学系研究科教授

アグリ資源の多様性を活用し
たアグリ医療及び機能性食品
の開発プロジェクト

（連携自治体）佐賀市

平成24年度に農学部に新設された附属アグリ

創生教育研究センターと医学部、西九州大学のプ

ロジェクトＨ・Ｋが連携して実施するプログラム。

農の多面的機能に着目して、生き物を通じた医療

や総合的食農教育モデルを開発・実践する「医農

連携」と、産学連携の実習を含めたカリキュラムで

す。

代表：上埜 喜八

農学部附属アグリ創生教育研究センター准教授

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project

プロジェクト

Ｅ
プロジェクト

Ｆ

プロジェクト

Ｇ
介護（認知症）予防事業に着目した
リハビリテーション教育プログラム

（連携自治体）佐賀市、小城市、神埼市、吉野ヶ里町
　代表：上城 憲司　准教授

保健・医療・福祉・子育て支援体制の
充実プログラム

（連携自治体）佐賀市、小城市、神埼市
　代表：桝田 晃良　教授

「街なかサポーター」活動を通した
安心生活づくり

（連携自治体）佐賀市、小城市
　代表：岡部 由紀夫　講師

産学官連携による機能性食品の
開発プロジェクト

（連携自治体）佐賀県、佐賀市、小城市、神埼市、嬉野市、吉野ヶ里町
　代表：安田 みどり　教授

地域住民と連携した交通ＵＤプロジェクト
（連携自治体）佐賀市、小城市、神埼市
　代表：酒井 出　教授

プロジェクト

H

プロジェクト

I

プロジェクト

J

プロジェクト

K

プロジェクト

L

★

★

★

★

 ★

 ★
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学生参画による調査・交流・活動を通した
地域創成プログラム

Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：全学教育機構

■連携部局：文化教育学部人間環境課程、工学

系研究科都市工学専攻、医学部地域医療支援

学講座、農学部生物環境科学科地域社会開発

学コース

■取り組む地域課題：

・中心市街地の活性化

・離島のQOL向上

・中山間地域の活性化

・地域コミュニティの活性化

■連携プロジェクト：B、E、F、J

■連携自治体等：佐賀市、唐津市、鹿島市、嬉野市、吉野ヶ里町、

NPO法人まちづくり機構ユマニテさが、認定NPO法人地球市民

の会、NPO法人みんなの森プロジェクト、NPO法人蕨野の棚田

を守ろう会、豊ふぁー夢、道の駅鹿島 等

■教育カリキュラム：

・全学教育機構「インターフェース科目」におけるPBL/SL型

フィールドワーク、community-based learning

・インターフェース

「地域・佐賀学コース」：地域創成学プログラム

「文化と共生コース」：映像・デジタル表現プログラム、異文化

交流プログラム

「生活と科学コース」：アントレプレナーシッププログラム

■主なPBL・SL型教育の地域とテーマ（自治体別）

佐賀市

・サテライト「ゆっつら～と館」を利用した世代間交

流、イベントプロデュースの企画と実践

・ゲストハウスプロジェクト支援

・バルーンミュージアム活用支援

・中山間地域における耕作放棄地の抑止・活用のた

めの「参加型農地管理」のビジネスプラン、「村お

こし」イベント等イベントプロデュースの企画・実

践

唐津市蕨野の棚田保全活動

実施代表者

五十嵐　勉
（全学教育機構・教授）

唐津市

・離島における地域資源の発掘とその活用

・蕨野の棚田保全活動の企画・支援

鹿島市

・ニューツーリズム振興の企画・支援

吉野ヶ里町

・国際ルーラルツーリズムの企画・支援

プロジェクト

Ａ
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Ⅱ.平成28年度の活動
佐賀市：

■外国人留学生と連携した取り組み

4～7月（全15回）　多言語ガイドブックの制作

全学教育機構　インターフェース科目

・異文化交流Ⅲ（45名）

活動内容：

留学生25名、日本人学生20名が8チームに分か

れ、チームごとにテーマを決めて多言語ガイドブッ

クを制作した。

成果（学生教育の観点から）：

ガイドブック制作の過程で、現地調査や電話で

の聞き取り等を行い、佐賀について学ぶことができ

た。また、日本語や中国語、韓国語、ベトナム語な

どを加えた多言語ガイドブックを完成させ、ホーム

ページで公開した。

■中心市街地活性化の取り組み

4～3月　佐賀市中心市街地活性化のための支援・

参画事業

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ（20名）

連携団体：

認定NPO法人地球市民の会

活動内容：

佐賀市中心市街地のエクスカーションを行い、

佐賀市に開業を計画しているゲストハウスの予定

地や中心市街地の商店街等を視察。まちなかの特

性を踏まえたうえで、平成29年4月にオープンする

国際ゲストハウス事業を支援するため、外国人の

ための市内マップ及び県内マップづくりを実施し

た。

成果（学生教育の観点から）：

日本語版の便利マップを作成し、地球市民の会

との連携による多言語化を次年度に実施すること

で、地活性化の企画案作成に役立てた。

■農を利用した中心市街地活性化の取り組み

①5/13　呉服「元町ファーム」開園

②5～2月　呉服「元町ファーム」の運営（ゆっつら

～と街角大学との協働）

農学部　生物環境科学科

・地域資源学研究室（①2名、②2名）

活動内容：

佐賀大学サテライト「ゆっつら～と館」で開催す

る高齢者向け公開講座受講生と、佐賀大学の学生

が共に管理するまちなか農園を開園。「ユニバーサ

ル コミュニティ ファーム」として運営し、緑のカー

テンづくりや季節に合わせた農作物を栽培した。

成果（学生教育の観点から）：

まちなか農園を設置したことで、農作業を通した

世代間交流が図られた。

呉服「元町ファーム」開園

地域創成学Ⅳの最終報告会

教室でのガイドブック制作風景
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■市民活動団体支援の取り組み

6/16～17　チカラットパネル展

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅰ（39名）

連携学生サークル：

NPO法人佐賀大学スーパーネット、For.S

連携団体：NPO法人佐賀県CSO推進機構

活動内容：

佐賀市の市民活動団体応援制度「チカラット」

のパネル展・投票を学内で開催。佐賀大学の学生

サークルも展示を行い、佐賀市に住民票がある18

歳以上が投票した。

成果（学生教育の観点から）：

佐賀市の市民活動団体や地域で活動する学生

サークルを知ることができた。投票総数は45票と

なった。

■里山資本主義in富士町プロジェクト

①7/18　地域環境保全のための社会貢献活動

②1/20　「木使い」事業への参画

①農学部　生物環境科学科

　・地域資源学研究室（4名）

②農学部　生物環境科学科

　・環境地理学（25名）

　・地域資源学研究室（4名）

連携団体：NPO法人みんなの森プロジェクト

活動内容：

①佐賀市富士町の北山中学校前を流れる神水川

（しおいがわ）沿いに植えられた約400本のア

ジサイの手入れを行った。

②県民の森での広葉樹の除伐作業及び木の実クラ

フト体験を行い、パレットストーブの普及を含む

「木使い」事業の企画を実施した。

成果（学生教育の観点から）：
地域での環境保全活動に参加することで、地域

の歴史や地域活動の担い手不足などの課題につい

て理解することができた。

■佐賀バルーンミュージアム活用事業

① 6/18　佐賀市中心市街地エクスカーション

②10/12　佐賀バルーンミュージアムの見学

③  1/11　外部講師によるヒンメリ教室開催

④ 3/20　バルーンミュージアムでの一般参加者と

のWS

①全学教育機構　インターフェース科目

　・地域創成学Ⅰ（10名）

②③全学教育機構　インターフェース科目

　・地域創成学Ⅱ（②12名、③5名）

④全学教育機構　インターフェース科目

　・地域創成学Ⅱ（5名）

　・地域創成学Ⅳ（1名）

活動内容：

佐賀バルーンミュージアムを活用したまちなか活

性化の企画案を作成し、イベントを実施した。

成果（学生教育の観点から）：

佐賀市のまちなかの現状を学ぶとともに、まち

なかの施設を活用した中心市街地活性化の企画提

案と実施を行い、今後の施設利用の可能性を示す

ことができた。

学生会館でのパネル展示

アジサイの剪定作業
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　農学部

　・アグリ創生教育研究センター

　・生物環境科学科地域資源学研究室（計20名）

②全学教育機構　インターフェース科目

・地域環境の保全と市民社会Ⅲ（13名）

・地域創成学Ⅰ（39名）

　農学部　生物環境科学科

　・地域資源学研究室（10名）

　経済学部

　・経済学講座（3名）

③④全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅱ（③14名、④10名）

　農学部　生物環境科学科

　・地域資源学研究室他（③10名、④3名）

連携団体：NPO法人蕨野の棚田を守ろう会

活動内容：

蕨野地区の地域資源である棚田を活用した地域

活性化イベントを開催。環境保護・保全活動では、

子ども向け環境教室を開催し、棚田に生息する生

き物を紹介した。

成果（学生教育の観点から）：

中山間地域の現状を知り、その魅力や課題を学

んだうえで、地域課題解決に向けた環境保全やイ

ベントの開催等に取り組み、実体験を通して学ぶこ

とができた。

■中山間地域における獣害対策支援

12/17　イノシシ避け設備の移設

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅰ（15名）

活動内容：

田んぼ周辺に設置したイノシシ避けワイヤーメッ

シュを、山の尾根付近まで移設した。

成果（学生教育の観点から）：

イノシシの獣害の深刻さと地域のコミュニティ力

について学ぶことができた。

唐津市：

■唐津市相知町蕨野地区での棚田保全活動

①5/15　棚田の用水路「横溝」の清掃活動、「AQUA 

SOCIAL FES!!」会場の棚田の除草作業と生物調査

② 6/5　第1回「AQUA SOCIAL FES!!」開催

③10/1　第2回「AQUA SOCIAL FES!!」開催

④10/8　蕨野の棚田で「月灯りコンサート」の実施

①全学教育機構　インターフェース科目

・地域環境の保全と市民社会Ⅲ

オープン直後のバルーンミュージアム見学

第1回AQUAでの環境教室

ワイヤーメッシュの設置作業
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連携団体：豊ふぁー夢、道の駅鹿島

活動内容：

今年度の「地域創成学」の活動対象地を視察し、

各施設の概要説明を受けた。

成果（学生教育の観点から）：

各施設を実際に訪問することで、現場の状況を

理解することができた。また、今後の活動計画作成

に役立てた。

嬉野市：

■豊ふぁー夢を拠点とした地域活性化プロジェクト

①11/16　豊ふぁー夢での農業支援・エゴマ脱穀　　

作業

②12/ 7　豊ふぁー夢での農業支援・エゴマ商品

開発提案

③12/14　エゴマ料理の試作・試食

④ 1/18　豊ふぁー夢エゴマ油のラベル提案

⑤ 1/25　豊ふぁー夢エゴマ油のラベル提案・決定

①～③全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅱ（①6名、②7名、③6名）

④⑤全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅱ（④6名、⑤7名）

・地域創成学Ⅳ（④2名、⑤2名）

連携団体：豊ふぁー夢

活動内容：

エゴマの栽培支援とエゴマを使った商品の提

案、商品ラベル作成、販売等、6次産業化に向けた

取り組みを支援した。

■向島における合宿型フィールドワーク

①6/30、7/7　事前学習会の実施

②7/22～24　2泊3日「フィールドワーク基礎演

習」合宿

①農学部　生物環境科学科

・地域社会開発学コース（14名）

②農学部　生物環境科学科

・地域社会開発学コース（14名）

農学研究科　生物資源科学専攻

・地域社会開発学コース（5名）

活動内容：

①文献資料から唐津の離島の現状や向島の概要に

ついて学んだ。

②島内エクスカーションや島民の方 と々の交流会、

奉仕活動、海士漁見学、ホームビジットを行い、

最後に島民の方々へ発表を行った。

成果（学生教育の観点から）：

事前学習と2日間のフィールドワークで得た情報

を基に、班ごとに島の資源をどのように活かせるか

をまとめ、島民の方々に提案発表を実施すること

で、地域の魅力や課題等への理解が深まった。

鹿島市・嬉野市：

■県西部地区のCOC活動拠点視察

7/3　嬉野市塩田町「豊ふぁー夢」と鹿島市「道の

駅鹿島」の視察

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅰ（39名）

船に乗って海士漁見学

豊ふぁー夢を視察
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農学部

・フィールドワーク基礎演習（辻　一成他）

・農村開発学（五十嵐勉）

・国際農村保健学（稲岡　司）

・半島島嶼産業論（小林恒夫）

・観光人類学（中井信介）

・地域ビジネス開発学演習Ⅰ・Ⅱ（辻　一成・白武

義治）

・人類生態学演習Ⅰ・Ⅱ（稲岡　司・藤村美穂）

・地域資源学演習Ⅰ・Ⅱ（中井信介・五十嵐勉）

・卒業研究

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（論文等）　

・畑中　寛・五十嵐勉：「佐賀地域における地方

創生を担う人材育成に関する研究」、『海峡圏研

究』、第16号、95‐109頁、2016

（講演等）　

・五十嵐　勉：「ゆっつら～と街角大学－地方創生

論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ・Ⅹ（全10回）」、

佐賀大学公開講座、ゆっつら～と館、2016.5～12

・五十嵐　勉：「なぜ、今、地域コミュニティなの

か」、佐賀市東与賀町まちづくり協議会総会記念

講演、2016.5.22

・五十嵐　勉：「佐賀の地方創生論－干し柿の里、

大和町松梅から考える農村の活性化－」、肥前通

仙亭生涯学習講座、2016.5.26

・五十嵐　勉：「教養教育における地域と連携

したPBL教育 －大学COC事業での実践から

－」、九州地区大学教育研究協議会、鹿児島大学、

2016.9.15

・五十嵐　勉：「地方創生と人材育成－学び続ける

社会の構築による地域活性化」、西九州大学創

立70周年記念講座、西九州大学、2016.10.29

・五十嵐　勉：「里山保全と地域活性化－農用林野

としての里山とSATOYAMA－」、平成28年度九

州地区森林技術者講習会、アバンセ、2016.11

成果（学生教育の観点から）：
農作物の生産から商品開発、販売まで、6次産業

化の過程を実体験を通して学ぶことができた。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連するインターフェース科目

「地域・佐賀学コース」―「地域創成学」プログラム

・地域創成学Ⅰ：五十嵐勉（全学教育機構）、稲岡

司・辻　一成（農学部）

・地域創成学Ⅱ：五十嵐勉・山内一祥（全学教育機

構）

・地域創成学Ⅲ：三島伸雄・後藤隆太郎・渕上貴由

樹・田口陽子（工学系研究科）、五十嵐勉（全学

教育機構）

・地域創成学Ⅳ：五十嵐勉（全学教育機構）、山下

宗利・藤永　豪（文化教育学部）

「文化と共生コース」―「異文化交流」プログラム

・異文化交流Ⅲ：中山亜紀子（全学教育機構）

「生活と科学コース」―「アントレプレナーシップ」

プログラム　　　

・アントレプレナーシップⅠ～Ⅳ：松前あかね他

■関連する主な学部専門科目

文化教育学部

・地理学フィールド実習（山下宗利）

・集落実地調査（藤永　豪）

理工学部

・建築デザイン手法（三島伸雄他）

・卒業制作（三島伸雄他）

エゴマ脱穀の様子
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・五十嵐　勉：「地方創生を担う人材育成と農業版

MOT教育」、東京農業大学創立125周年記念シ

ンポジウム、東京農業大学オホーツクキャンパス、

2016.11.5

・五十嵐　勉：「まちづくり協議会（地域コミュニ

ティ組織）と地域力」、佐賀市地域づくり研修会、

佐賀市文化会館、2016.12

・五十嵐　勉：「まちづくり協議会と公民館、佐

賀市公民館長研修会」、佐賀市久保田町公民館、

2016.12

＜学生＞

・中島　美咲：「地域連携による6次産業化－有田

町農産物特産品開発協議会を事例に－」、平成

28年度佐賀大学農学部地域社会開発学コース

卒業論文

・高瀬　怜：「地域コミュニティの活性化と農家民

宿－佐賀市三瀬村中鶴集落を事例に－」、平成

28年度佐賀大学大学院農学研究科修士論文

・鶴田　貴文：「佐賀県におけるイノシシによる獣

害被害の減少要因－捕獲と防御の側面から－」、

平成28年度佐賀大学大学院農学研究科修士論

文

・森部　光貴：「小規模離島における漁業の持続可

能性－唐津市肥前町向島の海士漁を事例に－」、

平成28年度佐賀大学大学院農学研究科修士論

文

・鶴田　貴文：「エミューの家畜化と企業参入－

(株)日本エコシステムによるエミュー事業を事例

に－」平成28年度佐賀大学大学院農学研究科副

コース（農業技術経営管理学）修了研究論文
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：全学教育機構

■連携部局：農学部、低平地沿岸海域研究セ

ンター、総合分析実験センター、理工学部

■取り組む地域課題：

・地域環境の保全と活用

・有明海の環境・干潟の保全と活用

・市民協働型の環境教育

■連携プロジェクト：A、F

■連携自治体等：

佐賀県、佐賀市、鹿島市、七浦地区振興会干潟体験事業部、東与

賀まちづくり協議会、佐賀環境フォーラム、NPO法人有明海再生

機構、NPO法人ビッグ・リーフ、NPO法人みんなの森プロジェク

ト、佐賀自然史研究会、日本野鳥の会佐賀県支部等

■教育カリキュラム：

・全学教育機構「インターフェース科目」におけるPBL/SL型

フィールドワーク

・インターフェース

「環境コース」：有明海学プログラム

　　　　　　　 地域環境の保全と市民社会プログラム

「文化と共生コース」：映像・デジタル表現プログラム

■主なPBL・SL型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀市：

・佐賀県生物多様性重要地域―クリークと有明海―における地

域環境の保全

鹿島市：

・有明海の環境保全とエコツーリズム振興 

東よか干潟での生態調査

実施代表者

郡山　益実
（全学教育機構・准教授）

学生参画による調査・対話・活動を通した
環境保全プログラム

プロジェクト

B
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Ⅱ.平成２８年度の活動
佐賀市：

■金立公園活用提案プロジェクト

①4/13、4/23　金立公園視察

②7/17、12/10　生物調査・ビオトープづくり

③12/18　植樹活動

①～③全学教育機構　インターフェース科目

・地域環境の保全と市民社会Ⅰ（①9名、②12名、

11名、③9名）

連携団体：佐賀市建設部緑化推進課

活動内容：

佐賀市の金立公園活用のため、企画案作成から

実施までを年間を通して行った。具体的には公園

整備のためのビオトープづくりと地域の方々との植

樹活動を実施した。

成果（学生教育の観点から）：

環境保全のための企画立案から実施までを経験

し、活動実施のための基礎を身に付けることができ

た。また、地域住民と共に活動することで、地域にお

ける環境保全活動の可能性について理解を深めた。

■東よか干潟ラムサール１周年記念式典

5/7　東よか干潟ラムサール1周年記念式典

農学部　生物環境科学科

・浅海干潟環境学研究室（7名）

連携団体：佐賀市環境政策課

活動内容：

東よか公園においてラムサール条約湿地登録1周

年記念イベントが開催され、郡山ゼミの学生が出展

内容の企画立案と準備、当日のブース運営を行っ

た。当日は、学生がクイズやパネル展示を通して、

ブース来訪者（85名程度）に有明海・干潟の環境

や生物について説明した。

成果（学生教育の観点から）：

学生が出展内容の企画立案・準備を行うことによ

り、有明海・干潟の環境についてより深く学ぶ動機づけ

となった。また、当日のブース運営を行うことにより、

環境コミュニケーション能力の向上につながった。

■中学生対象の東よか干潟観察会

①9/14　観察会の事前学習会　

②9/27　干潟観察会

①農学部　生物環境科学科

・浅海干潟環境学研究室（2名）

②農学部　生物環境科学科

・浅海干潟環境学研究室（2名）

・生物環境学研究室（1名）

農学部　応用生物科学科

・システム生態学研究室（5名）

・動物行動生態学研究室（2名）

連携団体：

東与賀まちづくり協議会、佐賀自然史研究会、日本

野鳥の会佐賀県支部

活動内容：

①9/27に実施される東与賀中学校2年生を対象とし

た「東よか干潟の生物観察会」の打ち合せと調査方

法の事前学習会を佐賀自然史研究会と共に行った。

②東与賀中学校2年生（90名程度）を対象に干潟

の底泥環境、巣穴やシチメンソウの計数、底泥中

のマクロベントスの採取、石膏を用いた巣穴の型

どりを分担して行った。

ラムサール登録１周年式典参加

金立公園でのビオトープづくり
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成果（学生教育の観点から）：

①事前学習会の実施により、当日中学生へ説明す

る調査法についての理解が深まった。

②中学生へ平易に説明するため、干潟の環境や生物

に関する基礎知識の定着や、プレゼンテーション能

力及びコミュニケーション能力の向上が図られた。

■有明海学Ⅳによる有明海・干潟のグループ研究

と成果発表

10～2月（全15回）　インターフェース科目「有明

海学Ⅳ」

※1/26、2/2　グループ研究の成果発表

全学教育機構　インターフェース科目

・有明海学Ⅳ（40名）

活動内容：

インターフェース科目「有明海学Ⅳ」で、自然科学

系と人文社会系の5つのテーマに学生を振り分け、

後学期を通じて各テーマでグループ研究を行い、最

後に成果発表会で発表した。

成果（学生教育の観点から）：

グループ研究を行うことにより、現地調査や、デー

タの整理・解析などの理解が深まった。また、成果発

表会を行うことで、プレゼンテーション資料の作成

方法、構成、発表技法などの理解が深まった。

■干潟の生態調査で学ぶ地域環境

①11/5　東よか干潟での生態調査

②11/9　干潟の生物同定作業

①全学教育機構　インターフェース科目

・有明海学Ⅱ（39名）

農学部　生物環境科学科

・浅海干潟環境学研究室（6名）

②全学教育機構　インターフェース科目

・有明海学Ⅱ（40名）

活動内容：

①佐賀市の東よか干潟で、干潟底泥中のベントス

の採取、干潟表面の巣穴の分布状況、干潟底泥

の酸化還元環境のフィールド調査を実施した。

フィールド調査では、6～7名を1グループとし、計

6グループで分担・協働しながら作業を行った。

②11/7の東よか干潟の生態調査で採取したベント

スの種の同定と調査データの取りまとめを図書

館のラーニングコモンズで行った。

成果（学生教育の観点から）：

①フィールド調査により、干潟の基本的な生態調

査に関する調査方法とその取りまとめ方を習得

できた。また、調査の結果は、「干潟の環境と生

態系」に関する一連の講義で適宜紹介したため、

講義内容の理解が深まった。

②グループワークを通して、グループ内での役割分

担やレポート作成の協働作業により、調査テーマ

や干潟環境への理解の掘り下げにつながった。

■小学生対象の東よか干潟観察会

①11/17　観察会の事前学習会　

②11/18　干潟観察会

①農学部　生物環境科学科

・浅海干潟環境学研究室（3名）

②農学部　生物環境科学科

・浅海干潟環境学研究室（5名）

・生物環境学研究室（1名）

中学生の干潟観察会

干潟の生態調査
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農学部　応用生物科学科

・システム生態学研究室（4名）

連携団体：

東与賀まちづくり協議会、佐賀自然史研究会、日本

野鳥の会佐賀県支部

活動内容：

①佐賀自然史研究会と共に、11/18に実施される東与賀

小学校5年生を対象とした「東よか干潟の生物観察

会」の打ち合せと調査方法の事前学習会を行った。

②東与賀小学校5年生（100名程度）を対象に干潟

の底泥環境、巣穴やシチメンソウの計数、底泥中

のマクロベントスの採取、石膏を用いた巣穴の型

どりを分担して行った。

成果（学生教育の観点から）：

①事前学習会の実施により、当日小学生へ説明す

る調査法についての理解が深まった。

②小学生へ平易に説明するため、干潟の環境や

生物に関する基礎知識の定着や、プレゼンテー

ション能力及びコミュニケーション能力の向上

が図られた。また、このような地域活動との連携

を通して、地域の環境保全に関する実践的活動

やキャリア教育の促進につながった。

■東よか干潟での野鳥観察

12/4　東よか干潟での野鳥観察

全学教育機構　インターフェース科目

・有明海学Ⅱ（38名）

農学部　学部専門科目

・干潟環境学（11名）

連携団体：日本野鳥の会佐賀県支部

活動内容：

日本野鳥の会佐賀県支部から講師を招き、東よか

干潟で野鳥観察を行った。野鳥の種類や生態、野鳥

を取り巻く干潟の流域環境について説明を受けた。

成果（学生教育の観点から）：

干潟の多様な生態系や干潟の環境保全及びワイ

ズユースに関する思考力が深まった。

■干潟環境の学生実験

12/17　干潟環境の学生実験

全学教育機構　インターフェース科目

・有明海学Ⅱ（38名）

農学部　生物環境科学科

・浅海干潟環境学研究室（6名）

活動内容：

干潟の基礎生産に寄与する底泥の付着性藻類の

抽出及びその分析と、クリークから流入する懸濁物

負荷量の測定を行った。

成果（学生教育の観点から）：

実験を通して、干潟の豊かな生態系を支える付

着性藻類に関する理解が深まると同時に、干潟に

おける物質循環に関する基礎知識が身に付いた。

鹿島市：

■泥干潟を実感する体験学習

5/21　鹿島市干潟体験学習

全学教育機構　インターフェース科目

・有明海学Ⅰ（40名）

活動内容：

鹿島市の干潟体験学習を実施した。干潟体験で

は、実際に泥干潟に入り、泥干潟の環境や潟スキー

などの体験をし、泥干潟の生物の観察を行った。

成果（学生教育の観点から）：

泥干潟の環境を実体験することで泥干潟の色、に

おい、感触などを五感で体感し、後学期に開講する

有明海学Ⅱへの関心が深まると同時に、有明海学Ⅱ

で行う干潟のフィールド調査の動機付けとなった。

小学生の干潟観察会
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■有明海の海洋実習

6/4　有明海学Ⅲでの海の実習

全学教育機構　インターフェース科目

・有明海学Ⅲ（40名）

活動内容：

有明海での実習を行った。実習では、有明海の

水環境の調査と海底のベントス調査を行った。

成果（学生教育の観点から）：

海の現地調査の方法や、水環境データの整理・解

析法の基礎知識が身に着いた。また、有明海学Ⅲで

行う有明海の海域環境に関する講義内容の理解の

促進に繋がった。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連するインターフェース科目

「環境コース」―「有明海学」プログラム

・有明海学Ⅰ：速水祐一・木村圭（低平地沿岸海域

研究センター）、五十嵐勉・郡山益実（全学教育

機構）、阿南光政（農学部）

・有明海学Ⅱ：郡山益実（全学教育機構）

・有明海学Ⅲ：速水祐一・木村圭（低平地沿岸海域

研究センター）、郡山益実（全学教育機構）、阿

南光政（農学部）

・有明海学Ⅳ：速水祐一・木村圭（低平地沿岸海域

研究センター）、五十嵐勉・郡山益実（全学教育

機構）、阿南光政（農学部）

「環境コース」－「地域環境の保全と市民社会」

　プログラム

・地域環境の保全と市民社会Ⅰ：五十嵐勉（全学教

育機構）

・地域環境の保全と市民社会Ⅱ：五十嵐勉（全学教

育機構）、兒玉宏樹（総合分析実験センター）、

宮島徹（工学系研究科）

・地域環境の保全と市民社会Ⅲ：兒玉宏樹（総合

分析実験センター）、宮島徹（工学系研究科）、

五十嵐勉（全学教育機構）

・地域環境の保全と市民社会Ⅳ：五十嵐勉（全学教育

機構）、樫澤秀木（経済学部）、藤村美穂（農学部） 

■関連する主な学部専門科目

農学部

・干潟環境学（郡山益実）

・卒業研究（郡山益実）

・卒業研究（五十嵐勉）

・実験水気圏環境学（郡山益実）

農学研究科

・浅海環境工学特論（郡山益実）

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（社会貢献等）　

・郡山益実：「東よか干潟環境保全及びワイズユー

ス検討協議会」、副会長、2015年11月～

・郡山益実：「東よか干潟環境保全及びワイズユー

ス検討協議会」、拠点施設検討部会部会長、

2017年2月～

（講演等）

・郡山益実：「有明海における干潟生態系について」、

佐賀県立佐賀農業高等学校、2016年6月30日

・郡山益実：『東よか干潟における調査研究（仮タイ

トル）、「前海を考えるシンポジウム第5回　～有

明海ラムサール条約湿地交流会～」』、鹿島市エ

イブル研修室、2017年3月5日

＜学生＞

・前崎桜樹・郡山益実：「東よか干潟高潮間帯域に

おけるマクロベントスの生息分布と季節変化」、

平成28年度農業農村工学会九州沖縄支部大会、

鹿児島市、2016年10月20日、優秀ポスター賞

受賞

有明海の海洋実習
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：文化教育学部

■連携部局：文化教育学部健康スポーツ科

学講座、文化教育学部地域生活講座

■取り組む地域課題：

・地域の高齢者の健康増進と子どもの体力向上

■連携自治体等：

佐賀県、佐賀市、嬉野市、鹿島市、ＮＰＯ法人

スポーツフォアオール

■教育カリキュラム：

・ヘルスプロモーション実習

・レクリエーション実習

・バイオメカニクス

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀市：

・佐賀大学における地域住民参加者と学生スタッフでの健康教

室の開催。講義や演習等で学んだ運動プログラムを作成し、参

加者に指導することにより学生の実践力を育成

・身体測定・体力測定の分析と評価

・骨密度の分析と評価

嬉野市・鹿島市：

・出張型の健康教室における学生オリジナルの運動プログラム

の作成、指導、現場に即した指導力育成

・身体測定・体力測定の分析と評価

・骨密度の分析と評価

佐賀大学健康教室集合写真

実施代表者

井上　伸一
（教育学部・教授）

地域の高齢者及び子どものヘルスプロモーション
促進に向けた学生の実践力育成プロジェクト

プロジェクト

C
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Ⅱ.平成２８年度の活動
佐賀市：

■佐賀大学中高齢者のための健康教室

4/24‐7/15（全15回）、10/21‐12/16（全9回）

健康づくり推進団体支援事業における健康教室

文化教育学部人間環境課程

・ヘルスプロモーション実習Ⅱ（25名）

・健康福祉論（6名）

教育学部学校教育課程

・ヘルスプロモーション実習（12名）

・安全教育（12名）

連携団体：NPO法人スポーツフォアオール

活動内容：

佐賀大学での健康教室において、参加者の運動

プログラムの指導を行い、指導力やコミュニケー

ション力等の実践力の育成を行った。ストレッチ

や筋力トレーニングの運動プログラムを学生が構

築し、高齢者に対する運動処方の実務的な能力を

身に付けた。

成果（学生教育の観点から）：

世代の異なる高齢者とのコミュニケーション力を

身に付けることができた。また、地域貢献事業に携

わることにより、地域社会の一員としての意識が高

まった。

鹿島市：

■鹿島市における出張健康教室

4/8-3/27（全69回）介護予防普及啓発事業にお

ける健康教室

文化教育学部人間環境課程

・バイオメカニクス（6名）

連携団体：NPO法人スポーツフォアオール

活動内容：

出張型の健康教室において、学生自らが考えた運

動プログラムの指導を行った。また参加者の体組

成、骨密度の測定をし、分析・評価を行った。

成果（学生教育の観点から）：

出張型健康教室において高齢者に対する運動プ

ログラムを計画立案することにより、運動処方に

関する理解が深まった。また身体・体力測定を行う

ことで学生のヘルスプロモーションに対する知識

の向上が見られた。

嬉野市：

■嬉野市における出張健康教室

5/10‐8/23（全15回）、11/1‐2/21（全15回）

ロコモ予防運動教室における健康教室

文化教育学部人間環境課程

・ヘルスプロモーション実習Ⅱ（5名）

・バイオメカニクス（6名）

連携団体：NPO法人スポーツフォアオール

活動内容：

出張型の健康教室において、学生自らが考えた

運動プログラムの指導を行った。また参加者の体

組成、骨密度、活動量などの分析・評価を行った。

成果（学生教育の観点から）：

出張型健康教室に参加したことにより、嬉野市

地域住民と学生との交流が深まった。また身体・体

骨密度を測定している様子

班のメンバーに自己紹介している様子　
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力測定を行うことで学生のヘルスプロモーション

に対する知識の向上が見られた。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連する主な学部専門科目

文化教育学部

・ヘルスプロモーション実習Ⅱ（井上伸一）

・健康福祉論（山津幸司）

・バイオメカニクス（井上伸一）

教育学部

・安全教育（栗原　淳）

・ヘルスプロモーション実習（井上伸一）

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（講演等）

・井上伸一：「佐賀県課題解決支援講座」、平成28

年11月9日、11月21日、12月7日、12月21日

＜学生＞

・甲斐亮介：「低体温と健康～生活習慣,精神状態

が体温に及ぼす影響」、平成28年度佐賀大学文

化教育学部人間環境課程卒業論文

柔軟性を測定している様子
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：

経済学部（地域経済研究センター）

■連携部局：全学教育機構インターフェース

「地域・佐賀学コース」

■取り組む地域課題：

・地域公共政策の立案

・地域産業の振興政策の立案

・地方政治の活性化

・地域ブランドの開発

■連携プロジェクト：Ａ

■連携自治体等：

佐賀県（佐賀地域経済研究会）、佐賀市、唐津市、小城市

■教育カリキュラム：

・地域経済と社会

・演習

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

小城市：

・「地域資源を活用した市民の健康増進と地域活性化のための

方策」をテーマとした調査研究

唐津市：

・まちづくりの観点を含めた各種防災計画の現状についての調

査研究。

佐賀市：

・消費者の交通手段と地域資源（文化創造産業）の嗜好に基づく

地域活性化に関する調査研究

・ＩＣＴ非利用者をターゲットとした実態把握と改善策の検討

実施代表者

戸田　順一郎
（経済学部・准教授）

地域との連携による地域経済政策に関わる学生主体の
調査研究と成果の地域社会への還元

プロジェクト

D
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Ⅱ.平成２８年度の活動
小城市：

■「地域資源を活用した市民の健康増進と地域活
性化のための方策」に関する調査研究

地域住民、行政との協働によるフットパスを用いた

地域活性化

①4/10　石体まつりでのフットパスイベントの開

催（於　石体地区）

②5/19　 小城市観光ボランティアガイドの会との

フットパスコースづくりに関する意見交

換会（於　桜城館）。

③6/23　小城市企画政策課との打合せ（於　佐

賀大学）

④7/23　 フットパス大学での学生による発表（於　

中間市）

⑤9/14　 桜岡校区区長会でのフットパスの取り組

みに関する説明（於　ゆめぷらっと小

城）

⑥9/28　 小城本町区長への説明（於  小城本町）

⑦9/28　 小城フットパスコースづくりに向けた現

地調査（於　ゆめぷらっと小城）

⑧10/16　伊万里フットパス研究会との石体フッ

トパスコースのランブリング、意見交換

（於　石体地区）

⑨10/16　小城フットパスコースづくりに向けた現地

調査（於　ゆめぷらっと小城、桜岡地区）

⑩10/19　小城市フットパス地域住民との打合せ

（於　ゆめぷらっと小城）

⑪11/10　第1回小城フットパスコースづくり住民

ワークショップ（於　ゆめぷらっと小

城、桜岡地区）

⑫11/26　第2回小城フットパスコースづくり住民

ワークショップ（兼 コースづくり体験会）

（於　ゆめぷらっと小城、桜岡地区）

⑬12/11　第3回小城フットパスコースづくり住民

ワークショップ（於　ゆめぷらっと小

城、桜岡地区）

⑭1/13　  フットパスコースづくりに関する先進地

調査、研修（美里町）

⑮1/28　第4回小城フットパスコースづくり住民

ワークショップ（於　ゆめぷらっと小

城、桜岡地区）

⑯2/11　山梨大学、北九州市立大学とのフット

パスコースづくりに関する合同ゼミ（於　

ゆめぷらっと小城、桜岡地区）

⑰3/20　第5回小城フットパスコースづくり住民

ワークショップ（於　ゆめぷらっと小

城、桜岡地区）

経済学部　経済学科　戸田ゼミ

・演習（3年・9名）

・基礎演習（10名）

①10名、②10名、③9名、④2名、⑤2名、⑥2名、

⑦17名、⑧12名、⑨12名、⑩5名、⑪19名、⑫16

名、⑬11名、⑭18名、⑮15名、⑯8名、⑰7名

活動内容：

小城市小城町石体地区および桜岡地区におい

て、地域住民の方と協働しイベントやワークショッ

フットパスイベントにおける石体コースの試歩の様子

フットパスコースづくり住民ワークショップにおける議論の様子
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プ等を開催してフットパスコースづくりや体制づく

りに取り組んだ。

成果（学生教育の観点から）：

地域に入り地域住民や行政の方と接することで、

多くを学ぶとともに地域に対する関心が深まった。

また、地域における課題解決やまちづくりの難しさ

を知ることができた。

唐津市：

■防災対策による町づくり

①10月4日、11月15日　関連文献研究学習

②12月26日、1月10日　調査票作成

③2月16日　現地調査

④3月2日　成果発表会

①～④　経済学部　経済学科　富田ゼミ

・演習（4年・10名）

・演習（3年・4名）

活動内容：

唐津市における防災計画の作成に関する住民参

加の実態調査および防災対策における自主防災組

織・町内会のはたらきとその課題を調査した。

成果（学生教育の観点から）：

地域での調査を行う上での手法を学んだ。また、

卒業論文（徳永一生「唐津市における防災対策の

作成と住民参加」）としてまとめた。

佐賀市：

■赤松公民館文化祭でのICTリテラシ啓発発表及
び調査分析

11/12　赤松公民館主催赤松文化祭

経済学部経営学科　羽石ゼミ

・演習（4年・4名）

活動内容：

佐賀市赤松公民館主催の赤松文化祭に出店者と

して参加し、身近なSNS事情と題したICTリテラシ

の啓発ポスター展示を行い、保護者のSNSに関す

る認識調査を実施した。また、赤松小学校と佐賀

商業高校の児童生徒の利用状況調査を実施し、保

護者と利用している児童生徒の認識の違いなどを

まとめ、赤松公民館でポスター発表を行った。

成果（学生教育の観点から）：

SNSをはじめとするICTの保護者と児童生徒の

認識の違いを明らかにし、その対策を考えるうえで

の調査分析を行うことにより、調査・分析やそのた

めの準備を学び大きな成長となった。

■消費者の交通手段と地域資源（文化創造産業）
の嗜好に基づく地域活性化に関する調査研究

　－産業基盤と地域社会－

1/31　外部講師による講義とディスカッション

経済学部

・地域政策（133名）

経済学部　経済学科　亀山ゼミ

・演習（3年・8名）

・演習（4年・3名）

・基礎演習（2年・7名）

連携団体：
九州電力佐賀支店（企画管理グループ）

唐津市役所訪問

赤松文化祭りでのポスター説明
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活動内容：

地域政策において、LNGの輸送が国際物流にお

いても地域経済においてもいかに重要であるか、

また、エネルギー産業が地域で果たす役割を学習

した。3学年合同の演習において、九州電力佐賀

支社の社員の協力のもと実施した「佐賀の野菜と

買い物場所」に関するアンケート調査をもとに、

4年生が卒業論文の報告を行い、九州電力の社員

とディスカッションを行った。その後、電力会社の

CSRを通じた地域社会との関係、ならびに、社会人

として働く際に必要なことを議論した。

成果（学生教育の観点から）：

企業と地域のあり方、企業が地域社会ではたす

役割に関して、理解が深まるとともに、社会人と学

生の購買行動の違いを知ることができた。さらに

は、社会人になる上で必要な考え方などでも意見

交換ができ、個人差はあるが一定の学習効果は得

られた。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連する主な学部専門科目

・基礎演習・演習（3年）・演習（4年）（樫澤秀木・

亀山嘉大・戸田順一郎・富田義典・畑山敏夫・羽

石寛志・山本長次）

・地域政策（亀山嘉大）

・地域経済と社会Ⅰ（戸田順一郎）

・地域経済と社会Ⅲ（富田義典）

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（講演等）

・伊藤直之・戸田順一郎・田中尚人・萩尾寿隆：

「フットパスコースづくりを活用した地域学習－

小学校におけるシビックプライドの涵養をめざし

て－」、地理教育学会、2016年8月。

＜学生＞

・江崎・越智・比嘉・平山：「SNSトラブル増加の抑

制における保護者へのICTリテラシ・情報モラル

定着に関する実証研究」、平成28年度佐賀大学

経済学部経営学科、卒業論文

・徳永一生：「唐津市における防災対策の作成と住

民参加」、卒業論文

・山本一輝：「食材のブランド化による地域活性化

－「佐賀野菜」ブランド確立への挑戦－」、平成

28年度 佐賀大学経済学部経済学科 卒業論文

・森田鈴奈：「九州内自治体による中韓との姉妹都

市交流の現状－佐賀の姉妹都市交流の課題に向

けた提案－」、平成28年度 佐賀大学経済学部経

済学科 卒業論文

・古場　望：「スポーツ参加市場の拡大と観戦行動

－福岡・佐賀に住む佐賀大学生の意識調査から

－」、平成28年度 佐賀大学経済学部経済学科 

卒業論文

３学年合同の演習におけるディスカッションの様子
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：

医学部地域医療支援学講座（寄付講座）、

医学部社会医学講座予防医学分野

■連携部局：農学部生物環境科学科地域社会

開発コース、全学教育機構インターフェース

「地域・佐賀学コース」

■取り組む地域課題：

・「へき地」医療人材の育成

・離島や山間地域の保健医療とＱＯＬの向上

■連携プロジェクト：A

■連携自治体等：

佐賀県、佐賀市、唐津市、佐賀県医療センター好生館、佐賀市富

士大和温泉病院、佐賀市三瀬診療所、唐津赤十字病院、七山診

療所、唐津市小川島診療所、唐津市加唐島診療所、唐津市馬渡

島診療所

■教育カリキュラム：

・地域枠入学生特別プログラム

「夏期地域医療実習（自治医科大学・佐賀大学・長崎大学合

同夏期実習）」

「佐賀県内基幹病院・中核病院実習」

「地域医療セミナー」

・インターフェース

「地域・佐賀学コース」：地域創成学プログラム

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀県：

・佐賀県内の離島および山間部地区における宿泊

型の地域医療実習の企画・支援

・離島及び山間部における医療対策、必要な資源

について講義

・佐賀県立医療センター好生館、唐津赤十字病院

における実習の企画調整

学生によるヘルスプロモーションの様子

実施代表者

杉岡　隆
（地域医療支援学講座・教授）

離島・山間地域における保健医療と
ＱＯＬ向上のための人材育成プロジェクト

プロジェクト

E

佐賀市：

・富士大和温泉病院、三瀬診療所における山間部

地域医療実習の施設提供と講義

唐津市：

・小川島、加唐島、馬渡島における離島実習の企

画・支援

・七山診療所実習の企画調整
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Ⅱ.平成２８年度の活動
佐賀県：

■地域枠入学生による早期臨床体験実習

9/5‐9　地域枠入学生特別プログラム「佐賀県内

基幹病院・中核病院実習」

医学部医学科 地域枠特別入学生および一般枠入

学生

・地域枠入学生特別プログラム「佐賀県内基幹病

院・中核病院実習」（28名）

連携団体：

佐賀県医療センター好生館、NHO佐賀病院、NHO

嬉野医療センター、唐津赤十字病院、唐津市民病

院きたはた、佐賀市立富士大和温泉病院、町立太

良病院、伊万里有田共立病院、小城市民病院、大

町町立病院、織田病院（鹿島市）、江口病院（小城

市）、ひらまつ病院（小城市）、佐賀記念病院（佐賀

市）

活動内容：

佐賀県内の地域基幹病院・中核病院で、１週間

の参加型実習を行った。

成果（学生教育の観点から）：

医学部医学科1年次の早期に、地域の基幹病院・

中核病院で実習を行うことで、地域医療に必要な

スキルと地域のニーズに触れることができた。ま

た、地域の医療者や住民からの医学生への期待を

感じることにより、今後の学習のモチベーション

を向上させ、学習目標を明確に立てることができ

た。

■離島及び山間部における地域医療実習と災害医
療への取り組み

8/17‐19　地域枠入学生特別プログラム「夏期地

域医療実習（自治医科大学・佐賀大

学・長崎大学合同夏期実習）」

医学部医学科 地域枠入学生および一般枠入学生

・地域枠入学生特別プログラム「夏期地域医療実

習」（14名）

連携団体：

佐賀県医務課、唐津市小川島診療所・加唐島診療

所・馬渡島診療所、唐津赤十字病院、佐賀県医療セ

ンター好生館、佐賀市立富士大和温泉病院、佐賀市

立国民健康保険三瀬診療所、佐賀市三瀬保健セン

ター、七山診療所

活動内容：

実習には、自治医科大学学生8名、長崎大学医学

部生4名を合わせた計26名が参加した。学生は4

班に分かれて、唐津市の離島と佐賀市の山間部に

おけるへき地医療の現場を2泊3日の行程で見学

した。学生は自分たちで協議して作成した医療に関

するテーマについて、住民にむけてヘルスプロモー

ション（健康講話）を行った。また、県内の災害

医療の取り組みについて、佐賀県庁危機管理セン

ター、佐賀県医療センター好生館と唐津赤十字病

院で実習を行った。

成果（学生教育の観点から）：

将来、佐賀県内の離島や山間部で医療を行うた

めに必要な医療者としてのスキルと地域における

唐津市離島での地域医療実習病院実習のまとめ
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課題、ニーズを知ることができた。

学生自ら地域住民にヘルスプロモーションを行

うことで、医療情報を伝えることの難しさとやりが

いについて体験することができた。

県内の災害医療の現状や災害時における医療者

や行政関係者の姿勢や環境整備、考えるべき地域

課題について具体的に学習できた。

■熊本地震と佐賀の総合診療医

7/14　地域枠入学生特別プログラム「地域医療セ

ミナー」

医学部医学科 地域枠入学生および一般枠入学生

・地域枠入学生特別プログラム「地域医療セミ

ナー」（23名）

連携団体：佐賀大学医学部附属病院

活動内容：

平成28年4月に発生した熊本地震発生後、熊本

市内の病院からの転院搬送患者13名のトリアー

ジを佐賀大学医学部附属病院・総合診療部で担当

した。この事例について、同部の多胡雅毅医師より

「熊本地震時の佐賀大学病院への転院搬送患者

受け入れの経験」について講義を行った。また、同

地震発生後の熊本県益城町役場・避難所対策チー

ムにおける支援活動に参加した佐賀大学医学部地

域医療支援学講座の坂西雄太医師より活動内容

について講義を行った。また講義後に質疑応答を

行った。

成果（学生教育の観点から）：

災害発生時の医療支援や避難所運営における重

要な役割を担うプライマリ・ケア医、総合診療医に

ついて、具体例をもとに概要を理解することができ

た。

■ソーシャル・キャピタルと健康格差

11/24　地域枠入学生特別プログラム「地域医療

セミナー」

医学部医学科　地域枠入学生および一般枠入学生

・地域枠入学生特別プログラム「地域医療セミ

ナー」（33名）

連携団体：

佐賀大学医学部附属病院、米国ハーバード大学大

学院

活動内容：

社会疫学の世界的権威であるハーバード大学大

学院のイチロー・カワチ教授を講師に招き、社会的

背景やソーシャル・キャピタル（社会関係資本）な

どが健康に与える影響について講義を行った。

成果（学生教育の観点から）：

地域医療において住民の社会的背景やソーシャル・

キャピタルなどの社会決定要因が健康に与える影響

について、具体例をもとに概要を理解することができ

た。

地域医療セミナー講義風景地域医療セミナー講義風景
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Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連する主な学部専門科目

・「生命科学の基礎C」（医学看護学研究の勧め）（杉

岡　隆、坂西雄太）

■関連する主な学部専門科目

医学部

・Phase Ⅲ「Unit 1（地域医療）」（杉岡　隆、坂西雄

太、黒木和哉）

・Phase Ⅲ「ユニット13（臨床入門）」（福森則男）

・Phase Ⅳ「臨床実習」（杉岡　隆、坂西雄太、福森

則男、黒木和哉）

・Phase Ⅳ「地域医療実習」（杉岡　隆、坂西雄太、

黒木和哉）

・Phase Ⅴ「地域枠入学生特別プログラム」

▷佐賀県内基幹病院・中核病院実習（杉岡　隆、坂

西雄太、黒木和哉）

▷夏期地域医療実習（杉岡　隆、坂西雄太、黒木和

哉）

▷地域医療セミナー（杉岡　隆、坂西雄太、黒木和

哉）

・Phase Ⅴ「臨床系選択科目」

▷在宅医療・在宅ケア実習（杉岡　隆、坂西雄太）

▷地域包括ケア実習（杉岡　隆、坂西雄太）

▷地域家庭医療実習（杉岡　隆、坂西雄太）

・Phase Ⅰ「生活医療福祉学－医療におけるチーム

アプローチのあり方－」（堀川悦夫）

・Phase Ⅲ「ユニット12（社会医学・医療社会法制）」

（原めぐみ）

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（論文等）

・ Kurata T, Iwata S, Tsuda K, Kinoshita M, 

Saikusa M, Hara N, Oda M, Ohmae E, Arakai 

Y, Sugioka T, Takashima S, Iwata O. Physi-

ological and pathological clinical conditions 

and light scattering in brain. Scientific Re-

ports 6; 31354. 2016.

・大串昭彦, 杉岡　隆. 問題32,131,143.　目で

みるトレーニング第3集：67‐68, 277‐278, 

303‐304. 2016.

（講演等）

・黒木和哉,堂込明子,坂西雄太,佐野雅之,山下秀

一,杉岡　隆. 同地域に連続し発生を認めたツツ

ガムシ病の3例　第7回日本プライマリ・ケア連

合学会学術大会2016.6.11‐12台東区立浅草公

会堂・浅草ビューホテル・台東区民会館・東京都

立産業貿易センター台東館

・江口幸四郎,福森則男,菊川　誠,伊藤こずえ,江口　

仁,倉田　毅,黒木和哉,坂西雄太,杉岡　隆. 外来

初診患者に対するプライマリ・ケア医の医療面

接技法と患者の慢性疾患に対する自己効力感の

変化の検討　第7回日本プライマリ・ケア連合

学会学術大会2016.6.11‐12台東区立浅草公会

堂・浅草ビューホテル・台東区民会館・東京都立

産業貿易センター台東館

・久田祥雄,石丸幸太郎,原田陽介,中野浩文,佐々木

英祐,杉岡　隆. ご存じですか?ANCA関連血管

炎性中耳炎　2016.6.11‐12台東区立浅草公会

堂・浅草ビューホテル・台東区民会館・東京都立

産業貿易センター台東館

・倉田　毅,福森則男,坂西雄太,黒木和哉,久田祥

雄,堂込明子,徳永　剛,杉岡　隆. 佐賀県内の全

公立中学2年生を対象にした性教育活動の実態

と知識の変化についての検討　第7回日本プラ

イマリ・ケア連合学会学術大会2016.6.11‐12

台東区立浅草公会堂・浅草ビューホテル・台東区

民会館・東京都立産業貿易センター台東館

・坂西雄太, 山本洋介, 原めぐみ, 福森則男, 草場

鉄周, 田中恵太郎, 杉岡隆, 日本プライマリ・ケ

ア連合学会ワクチンプロジェクトチーム, 福原俊

一. プライマリ・ケア医における公費助成制度の

知識とワクチン接種推奨との関連　第7回日本

プライマリ・ケア連合学会学術大会2016. 6.11

‐12台東区立浅草公会堂・浅草ビューホテル・台

東区民会館・東京都立産業貿易センター台東館
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・坂西雄太. シンポジウム みんなでつくろう地域

ケアレシピ集・第2段.北海道幌加内町における

任意接種ワクチンに対する公費全額助成の導

入と医療者の啓発活動による接種率向上　第

7回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会

2016,6,11‐12　台東区立浅草公会堂・浅草

ビューホテル・台東区民会館・東京都立産業貿易

センター台東館

・堂込明子, 多胡雅毅, 上園英嗣, 佐野雅之, 坂西

雄太, 杉岡　隆, 山下秀一. 急性の鼠径部痛を繰

り返し、NSAIDsにより速やかに改善した石灰沈

着性腸腰筋炎の一例　第13回日本病院総合診

療医学会学術総会　2016.9.16‐17 品川プリ

ンスホテル　アネックスタワー

・杉岡　隆、片岡裕貴、坂西雄太、佐々木彰、高田

俊彦、竹島太郎、橋本忠幸、山本舜悟. 臨床研

究デザイン道場「診断の予測指標の作り方を学

ぶ」第13回日本プライマリ・ケア連合学会秋季

生涯教育セミナー 2016.11.7‐8大阪

・坂西雄太. 佐賀大学地域医療支援学講座の

取り組み　第6回九州地域医療教育研究会　

2016.4.2

・坂西雄太. 佐賀大学医学部生の入学時B型肝炎ワ

クチン接種時期の変更　日本医療マネジメント

学会第15回九州・山口連合学会2016.9.16‐17

　黒木和哉. ドクターGの世界～臨床診断の流

れ～　佐賀大学・大村高校ジョイントセミナー　

2016.7.12

・坂西雄太. オトナのワクチン/アップデート　富士

大和温泉病院予防医療セミナー　2016.12.8

＜学生＞

・荻野裕也,三島康大,荒木大夢,山口加恵,大石彩

加,小林 大.2016年度夏期地域医療実習（自治

医科大学・佐賀大学・長崎大学合同夏期実習） 

学生健康講話「熱中症」. 唐津市加唐島診療

所.2016年8月18日.

・江口紘平,犬塚諒子,渋木祥太,小柳貴史,古川慧

月,松尾岬.2016年度夏期地域医療実習（自治医

科大学・佐賀大学・長崎大学合同夏期実習） 学

生健康講話「熱中症予防」. 唐津市小川島診療

所.2016年8月18日.

・橋口公輔,龍千歩,牛島宏貴,中村和樹,羽生田菜

月,古川壮真.2016年度夏期地域医療実習（自治

医科大学・佐賀大学・長崎大学合同夏期実習） 

学生健康講話「高血圧」. 唐津市馬渡島診療

所.2016年8月18日.

・古賀文崇,松浦洋,日高絹子,才田正義,新藤優里,

森健史郎,松田和子,小川実里. 2016年度夏期地

域医療実習（自治医科大学・佐賀大学・長崎大学

合同夏期実習） 学生健康講話「腰痛」. 佐賀市

三瀬保健センター.2016年8月19日.
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：

工学系研究科（都市工学専攻）

■連携部局：全学教育機構インターフェース

「地域・佐賀学コース」、農学部生物環境科学

科地域社会開発学コース、医学部地域医療支

援学講座、文化教育学部人間環境課程、全学

教育機構・デジタル表現技術者養成プログラ

ム、佐賀大学産学・地域連携機構（ゆっつら～

と館）

■取り組む地域課題：

・中心市街地の活性化

・まちなか再生

・歴史的環境の再生と保全

■連携プロジェクト：Ａ、Ｊ、Ｌ

■連携自治体等：

佐賀市、唐津市、嬉野市、鹿島市、小城市、NPO法人まちづくり

機構ユマニテ佐賀、からつ大学交流連携センター、NPO法人肥

前浜宿水とまちなみの会、小城市中心市街地活性化協議会、学生

サークル：コミュニティデザインクラブ

■教育カリキュラム：

・都市工学科・都市工学専攻専門教育：建築・都市デザイン・プ

ログラムにおけるＰＢＬ/ＳＬ型フィールドワーク、Community 

based learning

・インターフェース

「地域・佐賀学コース」：地域創成学プログラム

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀市：

・まちなか居住のための地域空間の読解、空き家

利活用に向けた調査・企画・提案・実施

・イベント空間の電飾デザイン、まちなか電飾に対

する公共空間の制限の理解、企画、提案、実施

小城市：

・空き家の調査と利活用

・歴史的空間の調査

実施代表者

三島　伸雄
（工学系研究科・教授）

地域空間再生デザイン・プログラム
プロジェクト

F

環アジア国際セミナー

鹿島市：

・空き家の調査と利活用

・歴史的空間の調査、伝統的建造物などの空間利

活用の企画・立案、デザイン提案

・駅空間の利活用提案

嬉野市：

・伝統的建造物の調査

・駅前空間の調査
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Ⅱ.平成２８年度の活動
佐賀市：

■ライトファンタジー

① 7/2    まちなか再生に関わる佐賀市役所の講義

② 7/20  LED電飾デザインの検討

③ 7/26  LED電飾デザインの具体化の検討

④ 8/6    竹狩り（西九州大学キャンパスにて）

⑤ 9/30   LEDスポット電飾用の竹灯篭制作

⑥10/15  LED電飾の現地制作

⑦10/16  LED電飾の現地仕上げ

⑧10/28  ライトファンタジーオープニングセレモニー

⑨  1/13  LED電飾の撤去作業

①～⑨  理工学部都市工学科

・コース共通特別講義（まちなかI）（4名）

・コース共通特別講義（まちなかⅡ）（45名）

連携団体：佐賀市商工観光課

活動内容：

①まちなか再生に関わる佐賀市のプロジェクト「四

核構想」について講義を受けた（場所:佐賀市商

工会館）。

②LED電飾のデザインイメージについて検討を

行った。

③LED電飾について、実現性の観点などからチェッ

クした。

④LED電飾のスポット照明としての竹灯篭を作る

ために、連携大学である西九州大学のキャンパス

で竹狩りを行った。竹を切り出して適当な大きさ

に切り、佐賀大学に運んだ。

⑤スポット照明用の竹灯篭を制作した。

⑥スポット並びに植栽のLED電飾を現地で行っ

た。

⑦スポット電飾並びに植栽電飾の仕上げ作業を

行った。

⑧ライトファンタジーのオープニングセレモニーに

西九州大学と参加し、パレードを行った。

⑨LED電飾の撤去作業を行った。竹などは焼却処

分した。

成果（学生教育の観点から）：

LED電飾をまちなかに取り付ける時の注意事項

（建築限界への配慮、固定）について学び、竹を作っ

た電飾の可能性を明らかにすることができた。

なお、以上の成果を取りまとめて、修士2年古賀

智之君が建築教育研究論文報告集に成果をまとめ

て発表した。古賀智之・渕上貴由樹・三島伸雄「学生

のまちづくり参加能力向上に向けた評価尺度の開

発」,建築教育研究論文報告集, No.16, pp.13‐18, 

2016.11

■佐賀よかとこの家「まちの間３号」

①10/17　まちなか視察とスケッチ

②1/16～2/15　まちの間3号のパース作成

理工学部都市工学科

・図学（9名）

連携学生サークル：

佐賀よかとこの家「まちの間３号」の学生住民
西九州大学での竹狩り

駅前まちかど広場におけるスポット照明



47

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project

連携団体：

ＮＰＯ法人まちづくり機構ユマニテさが、佐賀市

活動内容：

①ＮＰＯ法人まちづくり機構ユマニテさがの伊豆氏

による「佐賀市における活性化の取り組み」につ

いての講義受講後、佐賀市中心市街地に位置す

る学生シェアハウス佐賀よかとこの家「まちの間

３号」のスケッチ、および内外の視察を行った。

図学で最終目標とするパースと自分の空間感覚

とのギャップを認識した。

②図学の最終目標であるパースの作成を行った。

成果（学生教育の観点から）：

当初行ったスケッチと比較し、自分の空間感覚が

いかに異なっていたかを実感することができた。ま

た、佐賀の街中の活性化の取り組みを理解すること

ができた。

■佐賀の集合住宅デザイン「門前に集まって住む」

①8/9　 都市工学科の学生による建築デザイン提

案の発表 

②8/11　作品展示

理工学部都市工学科

・建築都市デザイン演習I（3年・30名）

連携学生サークル：コミュニティデザインクラブ

連携団体：

NPO法人まちづくり機構ユマニテさが、

日本建築学会佐賀支所

活動内容：

①佐賀大学サテライトゆっつら～と館において、佐

賀市松原神社の門前の新馬場通り一帯を敷地と

して、中低層集合住宅「門前に集まって住む」かた

ちを「物語」のある空間としてデザイン提案し、そ

の成果発表を行った。

②佐賀大学サテライトゆっつら～と館で模型等を展

示した。

佐賀市内でのスケッチの様子

フライヤー「門前に集まって住む」

デザイン提案の発表風景（ゆっつらーと館）
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成果（学生教育の観点から）：

佐賀のまちなかの歴史やその空間性を知る力、並

びにその地歴に対して集まって住む空間を提案して

発表する力を養うことができた。

小城市：

■地域創成学Ⅲにおける地域資源（建物等）活用
プロジェクト「小城鍋島家と斎藤家」

①4/14、4/21、4/28、5/12、5/26、6/2、6/9、

6/16、6/30、7/7　佐賀大学における講義と提

案作成作業及び成果発表

②5/14 「小城鍋島家」と「斎藤家」の調査

③7/16 「小城鍋島家TEN」オープン1周年のイベ

ントでの成果発表

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅲ（40名）

連携団体：

アール・フォンテヌ（古川氏他）、小城鍋島家TEN、

斎藤家、ie工房弘祐（鈴山氏）、小城市教育委員会

文化課

活動内容：

①小城市中心市街地に立つ小城鍋島家住宅の改修

活用１周年イベントと斎藤家の利活用に向けて、

グループで提案作成作業を行った。利活用事例、

佐賀の歴史の講義を行った上で、グループディス

カッション、提案発表チラシの作成、発表を行っ

た。

②提案物を作成する上での現地調査を行なった。

③「小城鍋島家ＴＥＮ」オープン１周年のイベント

で、提案したものを具体的に実践し、その成果発

表を行った。

成果（学生教育の観点から）：

小城の町並みの特質や空き家の実態を知ること

ができた。また、それらを踏まえた空き家利活用提

案やオープン１周年のイベント提案を行い、地域活

性化の課題や住民意識を知ることができた。

鹿島市：

■環アジア国際セミナー（建築・都市デザインワー

クショップ）

①7/27　オリエンテーション、交流会

②7/28‐8/2　鹿島市肥前浜宿でのワークショプ

③8/3　佐賀・福岡の建築視察

理工学部都市工学科、芸術地域デザイン学部

・建築都市デザイン特別講義（環アジア国際セミ

住民主催歓迎会における市長挨拶

斎藤家の建物調査風景

小城鍋島家ＴＥＮでのイベント風景
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ナー）（12名）※学生59名（韓国10名、タイ24

名、ミャンマー6名、中国2名、チュニジア1名、バ

ングラデッシュ1名、日本15名）、教員6名（韓国

1名、タイ1名、ミャンマー1名、日本3名）

連携学生サークル：コミュニティデザインクラブ

連携団体：

鹿島市、肥前浜宿水とまちなみの会、浜町振興会、

浜RUN舎、浜区長会、浜町婦人会、佐賀大学国際

課

活動内容：

①韓国、タイ、ミャンマーから到着した教員・学生を

迎えて、オリエンテーション並びに交流会を実施

した。

②鹿島市肥前浜宿に移動して、ワークショップを

実施した。初日は、現地オリエンテーション、住

民主催の歓迎会。2日目から4日目は午前中に

講義、午後に現地調査や提案物作成作業を行っ

た。5日目に発表会を行い、夜は成果発表会を

行った。

③武雄市図書館、筑後芸文館、太宰府などの建築

視察を行った。

成果（学生教育の観点から）：

外国人学生と共同で建築都市デザインの作品を

作ったことで、建築都市デザインに関わる地域空

間再生デザイナーを目指す学生の国際感覚が育っ

た。また、地方の歴史的町並みの空間実態やまち

づくりの状況が理解できた。

■歴史的町並みにおける空き家等の利活用に関す
る調査

①10/23、11/30  歴史的町並みの空き家等の調査

②12/9  観光地域活性化セミナー

①～②  理工学部都市工学科

・卒業研究（15名）

連携団体：鹿島市、肥前浜宿水とまちなみの会

活動内容：

①鹿島市肥前浜宿を対象として、空き家等の利活

用と観光動態に関する調査を行った。学生１５名

が調査に参加し、その結果を用いて今後の建物

活用について議論した。

②鹿島市浜公民館で行われた観光地域活性化セミ

ナーを実施し、これからの空き家利活用とその

組織のあり方について議論した。地域から２０名

が参加した。

成果（学生教育の観点から）：

歴史的町並みにおける空き家の増加の実態と、

今後の利活用のあり方について知識を得ることが

できた。

嬉野市：

■温泉街利活用調査

①8/29　事前調査

②9/5‐6　嬉野温泉街利活用セミナー（台風で中

止）

理工学部都市工学科、芸術地域デザイン学部

・卒業研究　4名（大学院生15名）

学生の成果発表

空き家等利活用に関する議論の様子
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連携団体：嬉野市、嬉野温泉街組合

活動内容：

①温泉街利活用調査のため、事前調査を行った。

②1泊2日で現地調査と提案を行うための夏季セミ

ナー実施予定だったが、台風のため中止となった。

嬉野市：

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連するインターフェース科目

「地域・佐賀学コース」―「地域創成学」プログラム

・地域創成学Ⅲ：三島伸雄・後藤隆太郎・渕上貴由

樹・田口陽子（工学系研究科）、五十嵐勉（全学

教育機構）

■関連する主な学部専門科目

 理工学部

・図学（三島伸雄・渕上貴由樹）

・基礎設計製図演習（後藤隆太郎・田口陽子・渕上

貴由樹）

・建築・都市デザイン演習Ⅰ（後藤隆太郎・田口陽子）

・建築・都市デザイン演習Ⅱ（平瀬有人・渕上貴由樹）

・都市工学ユニット演習（建築・都市デザイン）（三島

伸雄・中大窪千晶）

・デザイン手法分析（平瀬有人）

・建築都市デザイン特別講義（三島伸雄・平瀬有人）

・コース共通特別講義（三島伸雄）

・建築環境設計特別演習（小島昌一・中大窪千晶）

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会　　
貢献業績

＜教員＞

（論文等）

・古賀智之,渕上貴由樹,三島伸雄:学生のまちづく

り参加能力向上に向けた評価尺度の開発、第16 

回建築教育シンポジウム、建築教育研究論文報

告集、日本建築学会、pp. 13‐18, 2016.11

・M.R. Derbel, Y. Sumida and N. Mishima: COM-
PA R ATI VE A NA LYSIS OF DIFFERENT 
LANDSCAPING APPROACH IN A TRADI-
TIONAL AREA FROM THE PERSPECTIVE OF 
ARCHITECTURAL INSERTION, Proceedings 
of the 10th International Symposium on Lowland 
Technology, pp. 309-316, 2016.9.

・Yutaro Hidaka, and Nobuo Mishima: LOCATION 
PLANNING OF TEMPORARY EVACUATION 
AREAS ANALYSIS FOR DISASTER PREVEN-
TION TOWN CONSIDERING PROBABILITY 
OF RUBBLE FLOW AND PROBABILITY OF 
STREET BLOCKADE, Proceedings of the 10th 
International Symposium on Lowland Technolo-
gy, pp. 336-341, 2016.9.

・S. Siewwuttanagul, T. Inohae and N. Mishima: 
THE URBAN SPATIAL DEVELOPMENT PO-
TENTIAL ASSESSMENT BY THE STUDY OF 
URBAN CENTRALITY ANALYSIS, Proceed-
ings of the 10th International Symposium on 
Lowland Technology, pp.379-384, 2016.9.

・Yutaro Hidaka, Nobuo Mishima, Hiroshi Wakuya, 
Yasuhisa Okazaki, Yukuo Hayashida, Keiko 
Kitagawa, Sun-gyu Park, Yong-sun Oh: An evac-
uation route study based on probability of street 
blockade and risk of refuge place in a traditional 
lowland town, Proceedings of International Con-
ference on Convergence Contents, pp. , 2016.12.

・Yumi Sumida, and Nobuo Mishima: A Study on 
System for Reuse of Vacant Houses of a Historic 

嬉野温泉街事前調査
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Town by an Intermediate Organization viewing 
from Habitants’ Perception, Proceedings of 4th 
International Conference on Civil and Urban En-
gineering, 2017.3 （採録決定）

・Shintaro Iwao, Nobuo Mishima, Hideo Tomita: 
Characteristics of the Two-storied Japanese-style 
Wooden Gate designed by Architect Kingo Tatsu-
no in Takeo Onsen, Proceedings of 4th Interna-
tional Conference on Civil and Urban Engineer-
ing, 2017.3 （採録決定）

・Haruka Masumori, Nobuo Mishima, and To-
moyuki Koga: Development of LED illumination 
work at a town center in collaboration of students 
from different fields, Proceedings of 4th Interna-
tional Conference on Civil and Urban Engineer-
ing, 2017.3 （採録決定）

・Y. TAGUCHI, T. MORIYAMA and Y. KARASA-
WA, “Complexity and Integration of Non-square 
Residential Works in Japanese Contemporary 
Architecture”, Proceedings of 11th International 
Symposium on Architectural Interchanges in 
Asia, B-18-6 (2016.9)(Sendai)

（作品等）

・平瀬有人、平瀬祐子、富久千代酒造 酒蔵改修

ギャラリー、日本建築学会作品選集2017、2017

年3月（予定）

（受賞等）

・平瀬有人、平瀬祐子、富久千代酒造 酒蔵改修

ギャラリー、JIA日本建築家協会優秀建築選、

2016年6月

・平瀬有人、平瀬祐子、富久千代酒造 酒蔵改修

ギャラリー、日本建築美術工芸協会AACA賞芦

原義信賞〈新人賞〉、2016年12月

・平瀬有人、平瀬祐子、富久千代酒造 酒蔵改修

ギャラリー、平成28年日本建築士会連合会賞 

優秀賞、2016年10月

・平瀬有人、平瀬祐子、富久千代酒造 酒蔵改修ギャ

ラリー、グッドデザイン賞2016、2016年10月

（総説など）

・田口陽子・後藤隆太郎・地域デザイン特別演習

有志,“Adaptive Re-use in Arita”（2016.12）

（佐賀大学都市工学専攻・日蘭建築文化協会）

・田口陽子,“アムステルダム北地区のDe Ceuvel

におけるクリエイティブ・コミュニティの形成”,

『居住文化とミュージアム –ネットワークでつな

ぐ新しい博物館のかたち　建築計画編-』,2016

年度日本建築学会大会（九州）建築計画部門研

究協議会資料,pp.84-87（2016.8）（日本建築

学会）

（講演等）　

・三島伸雄：「茅葺町家が連なる歴史的町並みまち

づくりと防災研究～佐賀県鹿島市肥前浜宿での

取り組み～」、2016年6月7日、福岡県建築住宅

センター

・三島伸雄：「佐賀のまちづくり、2017年7月24

日」、柳川市民の会

・三島伸雄：「歴史的地方都市の地震脆弱性とICT

地域防災デザイン研究」、2017年8月31日、第

32回ファジィシステムシンポジウム

・三島伸雄：「佐賀でのまちなか再生と実践例　失

敗と成功」、2017年10月1日、下関市、

・三島伸雄：「Conservation of Cultural Diversity 

in Hizenhamashuku」、2017年11月26日、鹿

島市肥前浜宿

・三島伸雄：『佐賀を知ろう・新しい佐賀を創ろう

「都市の把握」』、2017年1月11日、佐賀大学

（コンソーシアム佐賀主催）

・三島伸雄：「肥前浜駅と伝建地区」、2017年1月

26日、鹿島市東部中学校

・田口陽子・森山拓弥・柄沢祐輔：「非整形住宅作

品における複雑性と統合性 ‐現代日本の非整形

住宅作品における空間設計手法(2)‐」、2016年

8月、福岡大学

・平瀬有人：「FHN¦小田部保育園」、2016年8月、

福岡大学

＜学生＞

平成28年度佐賀大学理工学部都市工学科卒業論
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文、○卒業制作

・貞方惇来：「全天日射量の直散分離と直達日射実

測値および天空画像から検討する佐賀市におけ

る日射の特徴に関する研究」

・豊永愛：「ストレス指数及び血圧の変動に基づく

浴室内活動が人体に与える影響の研究」

・濱田恵子：「放射暖房設備を有する住宅における

温熱環境および熱的快適性の実態調査」

・平野倖大：「ストレス指数を用いた着衣条件の違

いによる熱的快適性の検討」

・生武未乃莉：「ディープラーニングを用いた景観

画像分類の可能性」

・清田一：「VDT作業時における照度の違いが脳血

流に及ぼす影響」

・松本玲奈：「緑地空間が脳血流に与える影響に関

する基礎的研究」

・和田基：「昼光利用を目的とする多目的遺伝的ア

ルゴリズムを用いたブラインドの最適形状の提

案」

・安田貴俊：「国立公園に立地する近代要塞遺跡

からの眺望改善に関する研究」

・八藤丸貴大：「海の中道海浜公園基本設計にみ

る環境設計家中村善一のデザイン思考に関する

研究」

・山口陽平：「受け入れ基盤の弱い歴史的町並み

における民泊・民宿の可能性　‐団体宿泊者・住

民・観光業者・観光客の四者意向分析‐」

・閔羅賢：「街灯照度分布と居住者意識からみた

歴史的町並みの防犯照明設置課題に関する研

究」

・市丸龍：「移住者を受け入れる中山間地域の取り

組みと生活環境‐佐賀市古湯地区の実態調査か

ら‐」

・井上尚哉：「道路整備との関係に着目した旧宿場

町の地区及び敷地空間の変容特性‐長崎街道牛

津宿を対象として‐」

・深江大貴：「低平地における微高地に依拠した減

災手法‐牛津川沿岸部の集落を対象に‐」

・本山雄馬：「地方小都市における郊外住宅地の住

要求に関する研究‐小城市牛津町を対象として‐」

・大坪知奈：「佐賀大学附属図書館のラーニング・

コモンズにおけるサインの改良提案」

・古賀奈 ：々「有田における文化芸術による空き家

活用の課題と可能性」

・土井富夏城：「近現代オランダの包囲型集合住宅

における断面構成」

○西諄子：「＋PLUS～友ヶ島の戦争遺跡において

～」

○広谷洸多：「酢壺を廻る小径」

○荒木達也：「街宅創り‐場所に居坐わる継ぎの住

まい‐」

○横尾允徳：「Cultivating Public Space ‐福岡

市青果市場跡地再生計画‐」

（講演等）

・住田裕美・三島伸雄・渕上貴由樹：「歴史的町並

みの住民認識からみた中間組織による空き家利

活用管理体制」、2016年8月、福岡大学

・古賀智之・渕上貴由樹・三島伸雄：「PROGを採

用した学生のまちづくり参加能力向上の分析手

法に関する研究」、2016年8月、福岡大学

・埋金卓司・三島伸雄・渕上貴由樹：「韓国安東市

河回村における延焼予測からみた避難経路立

案」、2016年8月、福岡大学

・増森遥香・渕上貴由樹・三島伸雄：「異なる専門

分野の学生によるまちなかLED電飾の共同制作

プロセス」、2016年8月、福岡大学

・日高祐太朗・三島伸雄・渕上貴由樹：「道路閉塞

確率からみた歴史的町並みの一時避難場所の検

証」、2016年8月、福岡大学

・廣橋碧・渕上貴由樹・三島伸雄：「地目・等級から

みた開墾会社永沢社による入植地整備　『明治

三十二年　土地臺帳　印旛郡八街村八街』を資

料として」、2016年8月、福岡大学

・副田和哉、平瀬有人：「全周パノラマ画像を用い

た空間の記述法に関する研究 視覚情報の定量

化による佐賀クリーク集落の空間特性」、2016

年8月、福岡大学

・宮野弘詩、平瀬有人：「育まれる建築 再帰的環境
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文脈による建築群の設計」、2016年8月、福岡大

学

・荒牧優希、副田和哉、平瀬有人：「L at t i ce 

APARTMENT 第11回「新・木造の家」設計コン

ペティション出展作品」、2016年8月、福岡大学

・今利育美、副田和哉、平瀬有人：「ランドマークと

してのバルーントイレ 佐賀市嘉瀬川バルーント

イレ改修プロポーザル応募作品」、2016年8月、

福岡大学

・安武佑馬・田口陽子：「Circular Art Network 

  ‐「アート」の循環が生み出すものづくりの生態

系‐」、2016年8月、福岡大学

・坂本明文・田口陽子：「学生のシェア居住のニー

ズに基づいた空き家活用提案 ‐有田町内山地区

の旧江越家住宅を対象として‐」、2016年8月、

福岡大学

・森山拓弥・田口陽子・柄沢祐輔：「非整形住宅作

品における変形方向と位相関係 ‐現代日本の

非整形住宅作品における空間設計手法(1)‐ 」、

2016年8月、福岡大学
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：

アグリ創生教育研究センター、医学部

■連携部局：文化教育学部教育実践総合セン

ター、農学部応用生物科学科生物資源開発学

コース

■取り組む地域課題：

・アグリ医療やセラピー教育の開拓と普及

・機能性食品の開発とそれに関わる人材の育成

■連携プロジェクト：Ｈ、Ｋ

■連携自治体等：佐賀市

■教育カリキュラム：

・遺伝資源フィールド科学実習

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀市：

・アグリ資源の新しい活用を図るための人材育成教育プログラム

作成

・ほ場のユビキタス化による、障がい者、家畜、支援者等の行動

の遠隔追跡、モニタリング等の科学的実施

・機能性食品開発に係る産学官連携事業の実施

実施代表者

上埜　喜八
（農学部・准教授）

アグリ資源の多様性を活用したアグリ医療
及び機能性食品の開発プロジェクト

プロジェクト

G

アグリセンターの視察と研修
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Ⅱ.平成２８年度の活動
佐賀市：

■機能性食品に関する研究発表

6/4、11/12　茶に関する学会・研究会の開催

農学部　応用生物科学科

・植物代謝解析学実験I（2名）

・植物代謝解析学実験Ⅱ（2名）

インターフェース科目「食料と生活Ⅳ」（40名）

連携団体：

佐賀大学茶の文化と科学研究所、佐賀•茶学会

活動内容：

佐賀県茶業試験場の研究者、茶企業の経営者、

茶業関係者や一般人が参加する茶に関する研究発

表会を6月と11月に佐賀大学農学部で開催した。

成果（学生教育の観点から）：

農学部植物代謝解析学研究室と全学教育機構イ

ンターフェース科目「食料と生活IV」の受講生が、学

会ならびに研究発表会に参加し、機能性食品開発

の実際について学び、研究に携わる企業情報を収

集した。また、参加企業や佐賀県庁職員等との情

報交換により、地元就職に関する貴重な情報を得

ることができた。

■アグリ医療に関する講義の実施

6/22・6/29　アグリ医療に関する講義

全学教育機構「障がい者就労支援コーディネー

ター養成プログラム」科目

・高齢者・障がい者の生活・就労支援概論（同期型

遠隔授業）

（本庄キャンパス216名、鍋島キャンパス13名）

活動内容：

「障がい者就労支援コーディネーター養成プロ

グラム」の必須科目である「高齢者・障がい者の生

活・就労支援概論」のなかで、アニマルセラピーお

よびアグリ医療開発について講義を行った。

成果（学生教育の観点から）：

医学部と農学部が連携して行っているアグリ医

療開発のなかで、高齢者や障がい者の支援に農業

の現場を活用する新たな取り組みがあることにつ

いて、理解を深めることができた。これにより、将

来、高齢者や障がい者の就労を支援するために必

要な知識を身に付けることができた。

■作業療法学専攻学生の現場視察と研修の実施

6/29 西九州大学プロジェクトH連携事業（アグリ

センター視察、研修）

西九州大学リハビリテーション学部リハビリテー

ション学科作業療法学専攻（2年生）

・基礎作業学演習Ⅳ（園芸）（36名）

活動内容：

園芸療法の授業の一環として、西九州大学の学

生が参加し、アグリセンターの現場視察、動植物と

の触れ合い体験を含む現場講義および研修を行っ

た。

成果（学生教育の観点から）：

アグリセンターでの動植物とのふれあいや作業

体験を通して、「生き物」「命」を扱うことの大切さ

アグリ医療に関する講義を同期型遠隔授業で実施

茶に関する研究発表会　受付の様子
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や難しさを学び、農業および畜産業の現場におい

て、それらを用いた医療的なリハビリテーションの

可能性について検討することができた。

■一般市民向け公開講座の実施

8/27・11/26・12/3・12/10　公開講座「手打ち蕎

麦が出来るまで　～種まきから蕎麦打ちまで～」

農学部生物環境科学科

・資源循環フィールド科学実習（11名）

活動内容：

一般向け公開講座の一環として、アグリ創生教育

研究センターの有機圃場において、蕎麦の栽培（播

種、収穫、脱穀、製粉、蕎麦打ち、試食）を行い、有

機蕎麦の栽培から蕎麦打ちの技術までを学んだ。

成果（学生教育の観点から）：

有機栽培の蕎麦を播種から試食まで体験するこ

とによって、技術だけではなく、環境、食の安全・

安心について考える事が出来た。また、一連の栽培

を通した学生と公開講座受講生との交流は、食育

の観点からも良い体験となった。

■農作物の収穫体験を基にした

　情操教育プログラム

10～11月（全6回）　

アグリ創生教育研究センターにおけるイモ掘り体験

農学部生物環境科学科

・資源循環フィールド科学実習（11名）

活動内容：

農学部附属アグリ創生教育研究センターにおい

て、イモ掘り体験を行い、園児や父兄、引率者など

延べ７３１名が参加した。

成果（学生教育の観点から）：

農作物の収穫体験を通じて、学生と地域住民と

の交流が深まるとともに、農業のアグリ医療へと

発展した取り組みを学ぶことができた。

■発達障がい児支援プログラム開発

10/30　発達障がい児との農業体験・動物とのふ

れあい体験

・文化教育学部（6名）

・農学部生物環境科学科資源循環生産学コース（2

名）

活動内容：

アグリセラピーの一環として、特別支援学校の生

徒（発達障がい児）を対象に、家畜とのふれあい体

験、サツマイモ掘り体験を実施した。最後に焼き芋

を作り、皆で味わった。

成果（学生教育の観点から）：

セラピーの対象となる子どもたちと共に活動を

行うことで、活動が子どもたちに与える影響につい

て実証的な検証を行うことができ、発達障がい児

支援のための新たな学習題材の選定や支援プログ

ラム開発に向けた貴重な体験をした。

ヤギを散歩させて家畜と触れ合う

家畜との触れ合いでは牛のブラッシングを体験
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■機能性食品開発に向けたＰＲ活動

①11/11、12/6　PR動画の撮影

農学部　生物環境科学科

・資源循環フィールド科学演習I（4名）

・資源循環フィールド科学演習Ⅱ（4名）

活動内容：

機能性食品としてキクイモを活用した商品の開

発に向け、実施体制の整備や今後の方針に関する

打合せ、原料のPR計画などを検討した。また随時

進捗状況等について意見交換を行った。

成果（学生教育の観点から）：

社会への情報発信を行うに当たり、情報の伝え

方やまとめ方について考えるきっかけとなった。ま

た、取材対応等を通して社会における広報活動の

流れについても理解することができた。

■アグリ医療開発の実践

11/26、12/10、12/26、1/9、1/15、1/21

ヤギを用いた動物介在介入の効果検証実験

農学部生物環境科学科資源循環生産学コース

・卒業論文（1名）

連携団体：佐賀市手をつなぐ育成会 笑育舎

活動内容：

ダウン症候群の患者に対する、家畜（ヤギ）を利

用した動物介在介入を体験し、様々な評価法による

効果の判定を行った。

成果（学生教育の観点から）：

アグリ医療に関する取り組みについて、実際の

療法と検証実験を体験することができた。

■収穫物を通じた地域との交流

11/30　アグリ創生教育研究センターにおける収

穫感謝祭の実施

農学部生物環境科学科

・資源循環フィールド科学実習（11名）

活動内容：

農学部附属アグリ創生教育研究センターにおい

て、収穫感謝祭を開催し、学内外から117名が参加

した。

成果（学生教育の観点から）：

収穫物を通して学生と地域との交流を図ること

ができた。学生は農業を活用した社会貢献イベント

開催の可能性を知ることができた。

■フィールドでの心身機能測定の実施と考察

12/8～1/19　アグリセンターでの心身機能測定

医学部 医学科

・医療心理学・生活医療福祉学 合同実習（106

名）

活動内容：

医学科生が農学部附属アグリ創生教育研究セン

ターに出向き、センターの活動概要やアグリセラ

ピーの主旨や目的について理解すると共に、フィー

ルドでの心身機能の測定を行い、その手法や問題

点について考察を行った。

成果（学生教育の観点から）：

医学科生がフィールドでの測定を体験することで、

ダウン症候群患者における検証実験の様子

PR動画撮影の様子
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将来の赴任地でのデータ取得の必要性と技術的問

題や環境の影響について理解することができた。

■支援施設との取り組み

12/20　佐賀県生活自立支援センター職員との意

見交換

連携団体：公益社団法人佐賀社会福祉士会 佐賀

県生活自立支援センター

活動内容：

佐賀県生活自立支援センターは佐賀県より委託

を受けて「自立相談支援事業」および「就労準備

相談支援事業」を実施しており、それらの事業にお

ける協力体制について意見交換を行った。

成果（学生教育の観点から）：

アグリ創生教育研究センターにおいて、農業の現

場を利用した自立支援プログラム構築を進めていく

中で、学生の参加が可能であり、実際の現場を体験

できる体制が構築可能であることを確認した。

■機能性食品開発に係る行政・地域生産者・企業

との連携

①1/7～9　スーパーでの試食PR

②1/24　企業との打合せ

③2/ 1　さがを創る交流会における試食・PR

農学部　生物環境科学科資源循環生産学コース

・資源循環フィールド科学演習I（4名）

・資源循環フィールド科学演習Ⅱ（4名）

活動内容：

機能性食品としてキクイモを活用した商品の開

発に向け、原料のＰＲ計画などを検討し、試食ＰＲ

を実施した。また、随時進捗状況等について意見

交換を行った。

成果（学生教育の観点から）：

消費者や生産者と直接関わることで、それぞれ

の立場からのニーズや認知度などについて知るこ

とができ、商品を普及・ＰＲするといった就職活動

等に向けた社会勉強となった。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連するインターフェース科目

「生活と科学コース」－「食料と生活」プログラム

・食料と生活Ⅰ：鄭紹輝・江原史雄・福田伸二・松本

雄一

・食料と生活Ⅳ：石丸幹二・光富勝・光武進

■関連する主な学部専門科目

農学部

・資源循環生産学概説（上埜喜八・江原史雄・福田

伸二・松本雄一他）

・科学英語（上埜喜八・江原史雄・福田伸二・松本

雄一他）

・資源循環フィールド科学演習I（上埜喜八・駒井史

訓・江原史雄・福田伸二・松本雄一）

・資源循環フィールド科学演習II（上埜喜八・駒井

史訓・江原史雄・福田伸二・松本雄一）

・卒業研究（石丸幹二・上埜喜八・江原史雄・福田

伸二・松本雄一他）

・卒業研究（石丸幹二・上埜喜八・江原史雄・福田

伸二・松本雄一他）

・植物代謝解析学実験I・Ⅱ（石丸幹二）

医学部

・医療心理学・生活医療福祉学合同実習（堀川悦

夫・松尾清美）

スーパーでの試食ＰＲ
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Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（論文等）

・石丸幹二:植物組織培養によるポリフェノール

類の生産. ポリフェノール:機能性成分研究開発

の最新動向（シーエムシー出版,波多野力ら編

集）,pp.109‐115, 2016

（講演等）　

・Kanji Ishimaru:New phenolic compounds from 
Camellia sinensis L. leaves fermented with As-
pergillus sp. and　their physiological functions.  
Asia-Pacific Tea Expo 2016 (Sep29-Oct2) (Taipei, 
Taiwan)

・松本雄一, 丸田沙織, 有馬進, 江原史雄, 上埜喜

八, 福田伸二, 於保伸子, 椛島弘治. メロン栽培

におけるCucumis metuliferus台木の利用・施肥

量が果実収量,外観,食味に及ぼす影響. 園芸学

会九州支部平成28年度大会

＜学生＞

・太田新菜, 丸田沙織, 安田みどり, 久壽米木綾子, 

長根寿陽, 松本雄一. マルチ被覆及び脇芽除去

栽培がキクイモ塊茎の収量及びフルクタン含有

率に及ぼす影響. 園芸学会九州支部平成28年度

大会

・有田美穂子, 上埜喜八, 有馬進, 江原史雄, 福田

伸二, 松本雄一. メロンつる割病抵抗性育種に向

けたCucumis hystrixとメロンとの種間交雑にお

ける交雑不親和性の特徴. 園芸学会平成28年度

春季大会

・綱本真子, 江原史雄, 有馬進, 上埜喜八, 福田

伸二, 松本雄一. 果実加温法によるCucumis 

anguriaとメロンとの種間雑種における雑種胚の

発達促進. 園芸学会平成28年度春季大会

・小島礼好, 上埜喜八, 佐藤達雄, 草場基章, 有馬

進, 江原史雄, 福田伸二, 松本雄一. 特定防除資

材（重曹・食酢）及び焼酎、ステビア濃縮液の葉

面噴霧による野菜類灰色かび病の防除効果. 園

芸学会平成28年度春季大会

・大田原有志：「動物映像視聴がダウン症候群患者

の自律神経機能におよぼす影響」、平成28年度

佐賀大学農学部家畜医療応用学分野　卒業論文

・城戸有弥：「エッセンシャルオイル（精油）の吸入

暴露に対するウシの反応」、平成28年度佐賀大

学農学部家畜医療応用学分野　卒業論文

・髙原真弥：「イノシシに対するトウガラシ（カハッ

トエース）の忌避効果の検証」、平成28年度佐賀

大学農学部家畜医療応用学分野　卒業論文

・臼井彩夏：「日本各地で採集したノビルのフェ

ノール成分解析」、2016年9月25日,日本生薬学

会第63回年会（富山）

・Usui A.：Ferulic acid esters of glucosylglucose 
from Allium macrostemon Bunge.　Journal of 
Asian Natural　Products Research, http：//dx.doi.
org/10.1080/10286020.2016.1213722

・Usui A.：A New Flavonoid from Camellia sinensis 
Fermented Tea.　Natural Product Communica-
tions, 11, 1281-1282

・徳久緑雨：「Allium属植物成分のクロマトグラフ

ィー」、平成28年度佐賀大学農学部植物代謝解

析学分野　卒業論文

・中野太郎：「ノビルの組織培養と成分解析」、平

成28年度佐賀大学農学部植物代謝解析学分野　

卒業論文
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地域志向教育研究経費採択事業一覧

平成28年4月25日から「地（知）の拠点整備事

業　コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーショ

ン・プロジェクト」の一環として地域志向教育研究

経費公募型研究を公募し、20件の応募がありまし

た。この中から16件が選定され、6月1日から事業

を実施しました。

本経費は、地域を志向する教員の教育・研究・社

会貢献活動を支援し、大学全体の地域志向型教育

研究を活性化させるための経費です。

■各事業の内容と成果

１．山下  宗利／芸術地域デザイン学部（Ａ）

「Creative Cityの実現に向けた学生参加型フィー

ルドワーク実習　－アートの視点を加味して－」

（目的及び計画）

本プログラムでは、芸術地域デザイン学部新入

生とともに、佐賀市中心市街地を対象としてフィー

ルドワーク実習を行い、対象地が抱える課題を自

ら発見し、課題解決に向けた企画・提案を実践す

る。これらは、アートというこれまでにないファク

ターを用いて行う。中心市街地活性化の潮流のな

か、若い世代を担い手として、彼らのアートの力で、

「集積の利益から産業・文化が発生する」という本

来の都市の持つ機能への回帰を具現化しようとす

る視点である。

（教育・研究・社会貢献における成果）

5月20日に芸術地域デザイン学部の新入生115

名を8グループに分け、佐賀市中心市街地において

フィールドワークを実施した後、計20の小グループ

ごとに課題の発見とその解決策を探る実習を行っ

た。6月2日にNPO法人ユマニテさがからゲストス

ピーカー3名を迎え、20件の成果発表会、7月後半

にその成果ポスターを佐賀大学美術館で展示し、

地域住民へ発表した。これらから多くの学生に初

めてフィールドワークを体験させる際の指導方法

を確立することができた。また、佐賀市中心市街地

を訪れた経験がない大半の学生にとっては、当該

地域の現状や課題を知るよい機会となった。

（成果物）

【展示・発表会等】
・佐賀大学芸術地域デザイン学部１年「芸術表現基礎・地域デザ

イン基礎　成果発表展」佐賀大学美術館、2016年7月23日-8

月10日

【記事掲載】
・「佐賀大学芸術地域デザイン学部　町歩き　活性化策提案」

（佐賀新聞　2016年6月3日）

２．石井  美恵／芸術地域デザイン学部（Ａ）

『地域染織芸術の再興「佐賀・鹿島錦、鍋島段通、

鍋島更紗」の大学教育プログラムへの導入に関す

る研究』

（目的及び計画）

地域芸術は地域性を視覚的に伝達する最高のメ

ディアであり、なかでも佐賀県の染織芸術である

佐賀・鹿島錦、段通、鍋島更紗は最高級品の類で

ネームバリューがある。これら佐賀地域染織芸術

を大学教育プログラムへ導入するのが本研究の目

的である。初年度は現状を把握するため、佐賀錦、

鍋島緞通の伝承者を訪ねて聞き取りを行い、資料

を収集し、２年目で伝承者による実習とテキストの

製作をするための情報収集を行う。 

（教育・研究・社会貢献における成果）

伝承者を訪ねて聞き取りをしたことで、芸術地域

デザイン学部が地域と連携した教育・研究を実施

する姿勢を伝えることができ、多くの協力が得られ

た。また、佐賀錦伝承者１名の撮影、および日本伝

統工芸会所属の同伝承者１名と鍋島緞通製作者２

名へのインタビューによる貴重な写真・取材メモで

の記録を得た。さらに佐賀錦振興協議会および鹿

島錦保存会の活動を記録し、学生の意識調査をし

た。また、地域デザインコースの学生と佐賀錦の絹

糸を地域に自生する櫨で染色し「地域の色」として

素材づくりに取り組み試織した。地域芸術の大学

教育プログラムに導入によって、地域の伝承者が

講師となって伝統文化を学生に伝えることで新し

い発想やつながりが生まれ、活性化につながるこ

とが分かった。
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３．栗山　裕至／教育学部（Ａ）

「地域児童と市民に向けた造形的感性育成プロ

ジェクト研究」

（目的及び計画）

佐賀大学美術館で開催される、第57回「佐賀

県学童美術展」（平面部門）の展示と連動してミニ

ワークショップを行ない、表現と鑑賞の連動により

地域の幼児・児童の造形的感性の開放や育成を図

り、地域の造形文化振興に寄与する。実施は2016

年12月17日（土）10時～16時、場所は佐賀大学美

術館1階「スタジオ」「プロムナード」を使用。従来

作品展示のみの場であった学童美術展に「表現の

場」を設け、幼児・児童に体全体を使って造形活動

を行なってもらうとともに、そうした活動を保護者

や地域の大人に見て頂くことで、造形教育の理解・

共感・浸透を得る。

（教育・研究・社会貢献における成果）

幼児から小学校高学年の児童まで幅広い年齢層

の子どもに、２種類の活動メニューのいずれにも関

心を持って参加してもらい、保護者も一緒になって

活動し、造形活動の楽しさやスケール感を子どもと

ともに実感してもうことができた。今回、開放的な

地域の公共スペースを有効に活用し実施したこと

で、小学校図画工作科における「表現（１）」（造形

遊び）の教材研究や授業開発につなげることがで

きた。さらに、佐賀大学美術館の存在をより身近に

感じてもらえる機会を創出できた。ワークショップ

実施の課題も見いだせ、地域の教員諸氏へ向けて

の美術教育実践に関わる提言を、より具体的に行

なえると考える。

（成果物）

【論文】
・栗山裕至「実践研究（大学支部）」平成28年度佐賀県造形教

育研究会紀要（3月末発行予定）

４．角  和博／教育学部・附属教育実践センター（Ａ）

『「大学と地域が連携した地域学習（まちづくり教

育）の実践」－佐賀の歴史を探訪し、郷土に愛着を

もった人材を育成する－』

（目的及び計画）

佐賀大学生によるまちづくりボランティア「さが

のわ」を中心に、佐賀市内の小学生がそれぞれの

身近な歴史や行事、伝統あるいは地域の取り組み

に興味を持ち、調べたことを発表し合う歴史学習

の交流の場として、フォーラムを開催する。また、

フォーラムに参加する小学生を対象に佐賀歴史探

訪バスツアーを実施する。このプログラムを通し

て、小学生をはじめとする次の世代を担う若者に、

佐賀の遺産への関心興味を持ってもらうとともに、

佐賀の歴史、伝統等をより多くの市民の方々に発

信し、理解へとつながることを期待する。また、教

員を志す佐賀大学生がプログラムの主体となって

フォーラムなどの企画を運営することで、佐賀の歴

史を深く理解し、その魅力を子どもに伝承していく発泡スチロール素材と割り箸を使った活動

カラーポリ袋を使った造形活動
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力を持った教員を育成する。

（教育・研究・社会貢献における成果）

佐賀市立日新小学校、諸富南小学校、中川副小学

校の３校の協力を得て、佐賀歴史探訪バスツアーと

フォーラムを開催した。バスツアーは、フォーラムに

参加する小学生と大学生ボランティアの２７名が参

加し、市内に点在する歴史遺構を巡り、明治日本の

産業革命を支え、近代日本の礎を築いた当時の佐

賀藩について体験的な学習を行った。フォーラムは

佐賀大学生が運営し、参加校へ訪問して発表準備

のサポートを行った。保護者も合わせて約100名が

参加した。

（成果物）

【記事掲載】

・「児童　史跡や伝統紹介」（読売新聞　１月22日）

・「21日　子ども歴史発表会」（佐賀新聞　１月18日）

５．徳田　誠／農学部・応用生物科学科（Ｂ）

「佐賀・有明地域における希少野生生物の生態に

配慮した環境保全」

（目的及び計画）

天然記念物であり多良山系に生息するヤマネ、

有明海流入河川にのみ生息するアリアケスジシマ

ドジョウ、有明海の泥干潟を代表する塩生植物シ

チメンソウなど県内には様々な希少生物が分布し

ている。本課題ではこれらの希少生物を対象とす

る。農学部応用生物科学科および大学院応用生物

科学コースに所属する学生が、これらの生物の自然

保護活動に携わる佐賀自然史研究会の会員らとの

対話を通じて共同して野生生物の生態調査を実施

し、自然保護と地域の産業活動との両立を可能に

する環境保全のあり方を模索する。

（教育・研究・社会貢献における成果）

佐賀県内に生息する希少生物を対象とした調査

により、ヤマネの新生息地や冬場の活動性、オヒキ

コウモリにおける活動の季節性アリアケスジシマド

ジョウの繁殖時期、マツナ属植物に国内未記録の

属や種の昆虫の存在などを明らかにした。学部・大

学院教育では生態学実験や卒業研究の一環として

野外調査を実施し、システム生態学や応用動物昆

虫学、インターフェース科目（食料と生活Ⅱ）などの

授業において研究成果を紹介した。また、農学部

内において希少魚類の生態展示を実施した。哺乳

類学会大会や佐賀自然史研究会の総会・会員発表

会において発表した。

（成果物）

【論文】

・吉岡裕哉・明石夏澄・木下智章・副島和則・安田雅俊・

徳田　誠（2016）国見岳（佐賀県嬉野市）におけるヤ

マネの初確認．佐賀自然史研究 (21)：1-5.

【研究発表会】

・吉岡裕哉・明石夏澄・木下智章・副島和則・安田雅俊・

徳田　誠（2016）九州北西部におけるヤマネの生息状

況と活動の季節性．平成28年度日本哺乳類学会大会

・手塚絢美・安達修平・喜多章仁・徳田　誠（2016）塩生

植物を寄主とするイソマツヒゲナガアブラムシの生活

史と海水耐性（予報）．日本昆虫学会九州支部第64回

大会

・明石夏澄・喜多章仁・望岡佑佳里・徳田　誠（2017）

標識再捕獲法によるアリアケスジシマドジョウの生息

調査．第24回佐賀自然史研究会総会・会員発表会

・原本すみれ・安田雅俊・徳田　誠（2017）佐賀市内に

おけるオヒキコウモリの活動時期．第24回佐賀自然史

研究会総会・会員発表会

６．上野  大介／農学部・生物環境科学科（Ｂ）

「佐賀地域特有のクリークに着目した水環境保全

技術の学習」

（目的及び計画）

さが水ものがたり館の見学
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佐賀市内のクリークに定点を設定し、季節を通

じて複数回の生物分析および化学分析の実習に取

り組む。また佐賀市環境センター、佐賀市下水浄

化センターおよびさが水ものがたり館と連携し、佐

賀の水環境保全に対する先進的な取り組みを学習

する。これら実習で得られた分析結果を学生自身

でまとめ、自ら調べ、成果をアウトプットするアク

ティブラーニングを推進する。

（教育・研究・社会貢献における成果）

佐賀の代表的な水環境であるクリークに着目

し、その歴史的背景や技術的な特徴、また季節や人

間活動の変化が水質や生物相に与える影響を学習

した。結果を学生自身でまとめ、自ら調べ、成果を

アウトプットするアクティブラーニングの取り組み

を通じ、佐賀の優れた治水技術や水質分析技術を

習得し、水環境保全に関する学生の関心を高める

ことができた。

（成果物）
・ホームページによる結果の公表（http://environbio.

ag.saga-u.ac.jp/ueno/）

・Facebookによる活動の広報（https://www.facebook.

com/saga.environ.chem

７．鈴木　智惠子／医学部・看護学科（Ｃ）

「看護学生による小児アトピー性皮膚炎予防のた

めのスキンケア教育」

（目的及び計画）

看護学生をスキンケア教育の講師として養成後、

乳幼児の母親や学童期の子どもへの教育を行う。

学生は、平成27年度に活動した学生に加え、平成

28年度新一年生や他学年の新規希望者を公募し、

スキンケアの方法の講義と演習を行ったうえで教

員が適性を判定する。スキンケア教育プログラム

は、昨年度の実習経験のある学生とともに再検討

するとともに、公民館や小学校等の開催場所に合

わせた内容を検討する。教室は可能な限り小児の

科目の演習としても行い、親子への全体教育と個

別教育を行う。

（教育・研究・社会貢献における成果）

平成28年9月から学生を公募し、その後、応募学

生10名を対象にしたスキンケア方法の講義と演習

を実施。教員が内容を随時チェックしながら、学生

によるスキンケア教育プログラムを作成し、学生講

師の育成および適性判定を行った。今年度は公民

館や保育園等4カ所で講習会を開催（総計23組）

し、全体への教育と個別教育を行った。母子を対

象に根拠のある正しいスキンケアの知識と方法を

知る機会を提供できた。また、学生は地域の母子

と関わることで、対象者に合わせた対応ができる

ようになってきた。

（成果物）

【発表】

・鈴木智惠子「皮膚清潔ケアを見直してみませんか？－

看護学生によるスキンケア教室を通して－」第26会日

本小児看護学会・テーマセッション（2016年7月23日

-24日）

８．羽石  寛志／経済学部・経営学科（Ｄ）

「ICTを利活用できていない層へのICT利活用促

進アプローチモデル形成調査研究」

（目的及び計画）

現代社会においてICTの利活用ができないことに

よる不利益がシニア層をはじめとして重要な課題

となっている。本事業では佐賀市赤松公民館での

これまでの調査研究を継続し、今後の利活用促進

アプローチモデル形成について検討することを目

的とする。前述の課題について、これまでの研究の

赤松文化祭での啓発ポスター展示
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課題の把握・整理をしたうえで、先行・関連研究の

調査、赤松公民館でのICTの体験相談講習会等の

開催・調査・分析を実施する。赤松公民館での講習

会では、特に小中学生の保護者のICTリテラシの

把握を行う。これは、４年生の卒業研究を中心に

実施する（課題解決型学習＝PBL）。

（教育・研究・社会貢献における成果）

佐賀市赤松公民館主催の赤松文化祭に出展者と

して参加し、身近なSNS事情と題したICTリテラシ

の啓発ポスター展示を行い、保護者のSNSに関す

る認識調査を実施した。また、赤松小学校と佐賀

商業高校の児童生徒の利用状況調査を実施し、保

護者と利用している児童生徒の認識の違いなどを

まとめ、赤松公民館でポスター発表を行った。学

生は、本事業を通して、実際の調査を経験すること

で調査分析の準備・実施の困難な部分などを学ぶ

ことができ、大いに成長するきっかけとなった。ま

た、赤松公民館の利用者へのSNS利用状況の発表

は社会貢献にもつながった。

（成果物）

【論文】

・江崎・越智・比嘉・平山：「SNSトラブル増加の抑制に

おける保護者へのICTリテラシ・情報モラル定着に関す

る実証研究」、平成２８年度佐賀大学経済学部経営学

科卒業論文

９．坂西  雄太／医学部・地域医療支援学講座（Ｅ）

「佐賀県内の高齢内科患者の社会的孤立と短期健

康アウトカムとの関連研究」

（目的及び計画）

佐賀県内の高齢内科患者の社会的孤立度と入院

後の健康アウトカムとの関連を明らかにし、地域志

向教育に反映させることを目的とする。平成27年

度は、県内の地域中核病院６施設で300～600例

を目標とし、高齢入院患者を対象にアンケート調

査および入院後の健康アウトカム測定を行う。本

年度（平成28年度）は、アンケート調査を継続し、

必要症例数を確保したのちにデータ解析を行う。

次年度（平成29年度）は、調査結果をまとめ、発

表、論文化を行う。

（教育・研究・社会貢献における成果）

平成28年11月時点で297例のデータを収集し

た。この時点での解析において、入院前の社会

的孤立と入院中・入院後６ヶ月以内の死亡との関

連を認めた（調整オッズ比2.21, 95%信頼区間

1.04-4.7）。アウトカムの追跡には退院後６ヶ月

を要し、またさらに症例数が必要となるため、平成

29年度もデータ収集を継続する。必要症例集を確

保したのちに最終解析をおこない、研究結果を公

表する。高齢者の社会的孤立と健康との関連を地

域医療実習に反映させ、実習を通した地域医療へ

の理解と、将来の佐賀県内での地域医療の実践に

役立てる。また研究結果を県内の各研究協力施設

にフィードバックし地域医療の改善に貢献する。

（成果物）
【発表】

・坂西雄太「佐賀県内の高齢内科患者の社会的孤立と短

期健康アウトカムとの関連研究」（途中解析結果）、平

成28年11月23日、COC・COC+共催シンポジウム・ポ

スター展

10．黒木  和哉／医学部・地域医療支援学講座（Ｅ）

「医学科６年次の地域医療機関における臨床実習

が地域志向性に与える影響に関する研究」

（目的及び計画）

本研究では、大学外で臨床実習を行った前後で

医学生の地域医療に対する志向性の変化を明らか

にするために質問紙による量的評価を行う。質問

紙には、地域医療に対する興味や将来地域医療に

従事する意欲についての項目が含まれる。さらに、

次年度以降の実習がより効果的になるため研究結

果を反映させることを目的とする。

（教育・研究・社会貢献における成果）

佐賀大学医学部医学科６年次の地域医療実習と

して佐賀県内20施設（中核病院10施設、クリニッ

ク10施設）で２週間（中核病院１週間、クリニック

１週間）の臨床実習を行い、平成27年度94名、平

成28年度105名より実習前後の質問紙による回
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答を得た（回収率100%)。平成29年度も引き続き

研究を継続し、地域医療に対する志向性の変化に

寄与する因子の検索を行い、効果的な実習となる

よう研究結果を反映させる。また、本研究により医

学生の臨床実習による地域医療に対する認識の実

情、志向性の変化を明らかにし、県内の協力施設

にフィードバックを行い、将来の地域医療従事者を

増加させる。

11．和久屋  寛／工学系研究科・電気電子工学専攻（Ｆ）

「伝統的建造物群保存地区における人工知能関連

技術を用いた避難経路探索の試み」

（目的及び計画）
近年は大規模自然災害が多発し、一般市民の間

にも防災・減災に対する危機意識が高まっている。

しかし、現状では都市型災害への取り組みが進ん

でいるものの、少子高齢化や過疎化という問題を

抱える地方都市における試みは少ない。また、伝統

的な建造物群保存地区では、法的な規制によって

ハード面で整備に困難を伴う場面もある。そこで、

このような状況下、近年、急速に発展している人工

知能（AI）関連技術を積極的に活用し、緊急時避難

経路探索などの課題に挑戦する。

（教育・研究・社会貢献における成果）

ここでは肥前浜宿を対象地区と定め、実施者の

担当学生とともに、緊急時の避難経路探索課題な

どに取り組んだ。遺伝的アルゴリズム（GA）と呼ば

れる手法では、避難所を目指す複数の経路を同時

に見付け出し、計算時間の大幅短縮（数時間→1分

未満）も達成した。この研究を進めるに当たって

は、他専攻の教員・学生と意見交換を行ったり、地

元住民と交流する場への参加を通して、我々の視

野が大いに広がったと感じる。また、この研究成果

発表は登壇学生の受賞へと結び付いた。

（成果物）

【学会発表】

・西村良貴, 和久屋 寛, 伊藤秀昭, 三島伸雄：“遺伝的

アルゴリズムを用いた緊急時避難経路探索の高速化”, 

第18回日本知能情報ファジィ学会九州支部学術講演

会, B102（熊本高専, 2016年12月10日）

・田中裕恒, 和久屋 寛, 伊藤秀昭, 岡崎泰久, 三島伸

雄：“自己組織化マップを用いたハザードマップにお

ける危険箇所の情報可視化”, 第18回日本知能情報

ファジィ学会九州支部学術講演会, B103（熊本高専, 

2016年12月10日）

・田中裕恒, 和久屋 寛, 伊藤秀昭, 岡崎泰久, 三島伸雄：

“自己組織化マップによる歴史的地方都市の災害種別

に応じた危険箇所の分類”,第18回自己組織化マップ研

究会2017, SOM2017-01（岡山大, 2017年3月21日）

【表彰】

・田中裕恒：日本知能情報ファジィ学会九州支部学生優

秀講演賞（第18回日本知能情報ファジィ学会九州支部

学術講演会：熊本高専, 2016年12月10日）

12．北垣　浩志／農学部生物環境科学科（Ｇ）

「麹（こうじ）を使った化粧品の開発」

（目的及び計画）

鹿島市肥前浜宿の現地視察

学会での研究発表
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当研究室が同定して構造決定し、米国化学会

誌に論文（Journal of Agricultural and Food 

Chemistry, 60 (46), 11473-82 (2012)）を掲

載した麹セラミドの肌バリア機能向上効果に着目

して、麹を使った化粧品を地域企業（佐賀県鳥栖

市・東洋新薬株式会社）とともに開発する。また麹

セラミドの腸内細菌叢への影響を明らかにし、その

摂食時の肌保湿能向上効果のメカニズムを明らか

にする。

（教育・研究・社会貢献における成果）

東洋新薬において当研究室の研究成果を活かし

た麹セラミドを使った化粧品が上市された。麹セ

ラミドの肌バリア機能アップの研究成果は、全国

的な学会（日本生物工学会大会）で学会発表した。

麹セラミドの腸内細菌叢への解析は、国際的学

術誌に査読付論文を発表した（SpringerPlus, 5, 

1321 (2016)）。この論文はダウンロード数が5か

月で1400回を超え、日刊工業新聞、NHK福岡、西

日本新聞に掲載・放映されるなど世界的・全国的な

注目を集めた。また、学生は研究を通じて化粧品の

研究ノウハウを身につけ、大手化粧品会社（マンダ

ム株式会社）に内定を獲得した。

（成果物）

【論文】

・査読付き論文9本

・Hiroshi Hamajima, Ayumi Fujikawa, Mikako 

Yamashiro, Takatoshi Ogami, Seiichi Kitamura, 

Masahito Tsubata, Sei Tan, Haruka Matsunaga, 

Kazutaka Sawada, Satoshi Kumagai, Nobuyuki 

Hayashi, Koj i Nagao, Teruyoshi Yanagita, 

Takuji Oka, Susumu Mitsutake and Hiroshi 

K i t agak i *Chemica l  ana lys i s o f  the sugar 

moiety of monohexosylceramide contained 

in koji, Japanese tradit ional r ice fermented 

with Aspergillus.Fermentation, 2016, 2(1), 2; 

doi:10.3390/fermentation2010002

・Hiroshi Hamajima, Haruka Matsunaga; Ayami 

Fujikawa; Tomoya Sato; Susumu Mitsutake; 

Teruyoshi Yanagita; Koji Nagao; Jiro Nakayama; 

Hiroshi Kitagaki*. Japanese Traditional Dietary 

Fungus Koj i Aspergi l lus oryzae Funct ions 

as a Prebiotic for Blautia Coccoides through 

Glycosylceramide.SpringerPlus, 5, 1321 (2016)

（日本農芸化学会トピックス賞）

・Jannatul Ferdouse、阪本真由子、酒谷真以、浜島浩

史、松永陽香、柘植圭介、西向めぐみ、柳田晃良、永尾

晃治、光武進、北垣浩志*“麹で造られる醸造食品のグ

リコシルセラミド含量定量手法の検討とそれを用いた

定量”日本醸造学会誌、in press (2017).

13．松本　雄一

　　／農学部附属アグリ創生教育研究センター（Ｇ）

「地域の食農産業との連携によるアグリ資源を活

用した機能性食品の開発と農業振興」

（目的及び計画）

機能性野菜キクイモの栽培法について地域生産

者との連携も含めて確立し機能性成分の向上を図

るとともに、地域食品産業との連携により高付加

価値商品を開発する。教育・研究活動においては、

申請者が所長を務める機能性農産物キクイモ研究

所および佐賀・福岡地域機能性農産物推進協議会

とも連携して行う。

（教育・研究・社会貢献における成果）

佐賀県内の企業、自治体等との連携体制が拡充

され、佐賀市や基山町、みつせ菊芋研究会、西九州

大学、（有）田中製麺、カフェソネス、ゆめマートさ

が、佐賀大学医学部等と連携して取り組みを推進

できた。県との連携ではキクイモの機能性成分含

量の推移を明らかにし、商品開発に必要な成分を

より多く含有する原料の調達が可能となり、高付

加価値商品の開発が見込まれる結果となった。こ

れらを教育、研究へと活用し、商品開発に向けた研

究成果、およびキクイモラーメンやパスタ等の商品

開発、飲食店でのキクイモカレーやラタトゥイユ等

の提供、スーパーでの試食・販売による普及が実現

化された。

（成果物）

【論文】

・福本有香ら(2016）佐賀の農産物による“機能性食

品”の開発・普及！～学生と地域・企業との協働～. さ

がを創る交流会パネル
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・丸田沙織(2016）キクイモにおける収穫時期の違いが

収量及びイヌリン含有率に与える影響. 農学部生物環

境科学科卒業論文

14．江原  史雄

　　／農学部附属アグリ創生教育研究センター（Ｇ）

「障がい者を対象とした農業フィールド資源活用

によるアグリセラピー（動物介在）の効果検証」

（目的及び計画）

農業フィールド資源を活用したアグリセラピー開

発において、対象者に対するセラピー効果を評価

する必要がある。本事業では、血圧、心拍数、自律

神経変動測定、内分泌系ストレスマーカー測定など

の生理的指標に加え、無侵襲で脳機能測定が可能

な近赤外分光法（NIRS）を用いて脳部位の活動を

捉えることで、より詳細な評価法の検討を試みる。

本事業は、「佐賀市手をつなぐ育成会笑育舎」およ

び特定非営利活動法人「キッズの森」の協力によ

り、発達障害やダウン症候群の患者を対象に行う

計画であり、より実証的なアグリセラピー開発を目

的とする。

（教育・研究・社会貢献における成果）

本事業では、ダウン症候群患者を対象に、動物

映像視聴が自律神経機能に及ぼす影響を検証し、

動物映像の視聴が被験者の心身にリラックス効

果をもたらすことを証明した。これにより、新たな

動物介在介入法として動物映像の利用が期待でき

る。加えて、佐賀市内の障がい児を対象とした家畜

とのふれあい活動や活動に参加した学生に対する

講義の実施により、実証的な研究と教育を行うこ

とができた。また、新たに佐賀市内の支援活動団

体との連携が可能となり、プロジェクトの周知とと

もに、アグリセラピー開発のための実証試験への

協力を得ることができた。

（成果物）

【論文】

・大田原有志：「動物映像視聴がダウン症候群患者の自

律神経機能に及ぼす影響」、平成２８年度佐賀大学農

学部卒業論文

15．堀川  悦夫

　　／医学部・地域医療科学教育研究センター（Ｇ）

「アグリセンターなどのフィールドワークにおける

身体、認知機能測定システムの構築（２）」

（目的及び計画）

昨年度に引き続き、農学部附属アグリ創生教育

研究センター（以下、アグリセンター）におけるセ

ラピー開発において、その対象となる高次脳機能

障がい者や発達障がい者などに対するセラピーの

効果を測定し、その結果を対象者にフィードバック

するための手法を検証する。測定対象は、姿勢運

動制御の領域からは歩行や姿勢変化など、認知機

能の領域からは処理速度、注意機能、遂行機能な

どである。これまでの臨床実践経験から得たシス

テムのアイディアにもとづき開発、検証、改良を行

い、学生や地域住民などにおいても容易に使用、理

解できるように改良を行う。

（教育・研究・社会貢献における成果）

脳卒中後遺症患者や認知機能低下高齢者の方な

どの、社会活動への復帰や、復職に必要な移動行

動（モビリティ）の支援のために、アグリセンター

での移動行動計測の経験を生かして、実車運転時

の位置計測を行い、実車運転評価の検証が可能と

なった。運転再開における支援として、佐賀大学病

院での脳卒中後遺症患者の運転可否判断と、運転

免許センターでの運転再開のための適性相談に参

加し、支援を行った。支援対象者の移動行動を詳

細に分析するため、移動と姿勢変化を同時に計測

するシステムの構築を行った。また、認知機能測定

を繰り返し行うための問題点を解決する検査方法

の改良を行った。

（成果物）
・脳機能計測を行う場合に神経心理学検査が多用される

が、ある脳機能の変化を継続的に測定する場合に、同

一の検査を繰り返して実施すると、練習効果が生じて

しまう。この問題を解決するため、検査の主旨は変えず

に繰り返し測定可能な改良型の検査を開発した。（特

許・実用新案　出願予定）
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16．佐藤  珠美／医学部看護学科（Ｈ）

「佐賀県の母子保健課題を踏まえた助産師教育の

開発」

（目的及び計画）

本事業の目的は、助産コースの学生（４年５名、

３年４名）が、佐賀市内で、育児期の親や祖父母な

どを対象とした健康教育の企画・運営・評価、ケア

の実践について学ぶこと、そして産後フォーラムの

企画、運営に参加し、産後の女性や夫のニーズとそ

の支援方法について学ぶことである。

（教育・研究・社会貢献における成果）

母親や祖父母を対象とした健康教育は、鍋島公

民館にて、スキンケア教室２回と子育て・孫育て講

座を行った。また、アトピー性皮膚炎の講演会に

て、30名の親子に正しい保湿ケアの実演を行っ

た。76名（うち本学を含む学生参加12名）が参加

した「第３回産後フォーラム」においては両親学級

とワークショップの企画・運営に参加し、父親や母

親の真のニーズを知り、当事者を効果的に巻き込

み両親学級を成功させる教育手法などについて学

んだ。本フォーラムのまとめは、県内の母子保健

行政機関、産婦人科施設、助産師学校などに配布

し、共有する。他に、育児支援者を対象とした抱っ

こ教室に参加した。今年度は助産師学生5名中3名

が県内に助産師として就職することが内定し、他の

2名も地元に戻り、助産師として就職する予定であ

る。

（成果物）

【記事掲載】

・「ひびの子育て×佐賀大学　おっぱいと抱っこの相談

会　参加募集」（佐賀大学　平成28年5月20日）

【報告書】

・SUN-GOフォーラムさが実行委員会　第2回SUN-GO

フォーラムさが　産後の危機を乗り越えろ！　～夫婦

を最強のチームに～　実施報告書　平成28年12月

産後フォーラム開催風景

子育て・孫育て教室
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日　　程：

平成２８年９月８日（木）～９日（金）

場　　所：

日本文理大学湯布院研修所

概　　要：

9月8日（木）～9日（金）、日本文理大学湯布院研修所

で開催された『九州・沖縄COC学生情報交換会「九州・

沖縄COCインカレキャンプ」』に学生3名と教職員が参

加した。これは、大学COC事業の教育プログラムを受講

した学生を中心に、情報交換の場を構築することを目的

として、日本文理大学及び宮崎大学みやだいCOC推進

機構の主催で開催し、当日は学生20名と教職員17名の

計37名が集まった。学生は4チームに分かれ「帰りたくな

る町/（もう一度）訪れたくなる町」をテーマに、まち歩き

とグループワークを踏まえて、最終発表を行った。

１日目は、由布院温泉観光協会常務理事の太田慎太

郎氏の講義から始まり、チームごとにアイスブレイク、ま

ち歩き、グループワーク、中間発表と休む間もなくアク

ティブラーニング。2日目は、もう一度まちを歩きたいと

いう学生メンバーが早朝6時から2回目のまち歩き。その

後、グループワーク、最終発表、振り返りを行った。

１日目の中間発表の際は、「昔からの個人商店が減少

している」という点や「道が狭い」「トイレが少ない」「ご

ちゃごちゃしている」等、改善点を指摘するチームが多

くみられたが、2日目の最終発表では「ごちゃごちゃして

いるのが若い世代のニーズに合っている」「由布院には

多様な世代のニーズに応える“らしさ”がある。これを地

方再生のモデルとしたい」「変わらない自然や人などを守

りつつ、店舗等の入れ替わりや増加で新しいものを取り

入れて進化している」「“不変（自然・人）と変化（店舗・景

色）”が魅力」等、全てのチームが由布院を地方再生の成

功モデルとして認識し発表した。

この学生発表に、由布院温泉観光協会常務理事の太

田氏からは「アンケートから若者の意見を知ってはいた

が、直接、若者の生の声を聞いて“由布院はこれでいい

んだ”と認めてもらえて本当に嬉しい」という感想があっ

た。短い期間で、学生・教職員が多くの学びを得たキャン

プとなった。

九州・沖縄ＣＯＣ学生情報交換会
 「九州・沖縄ＣＯＣインカレキャンプ」

由布院温泉観光協会常務理事の太田慎太郎氏の講義

まち歩きで出会った店舗の方
との交流

１日目のまち歩きの様子

アイスブレイクで
チームワークを構

築
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まちの魅力や課題など写真を分類

ひとことボード「あなたにと
っての地域とは」

学生・教職員37名が参加

まち歩きの写真を基にグルー
プワーク

「帰りたくなる町／訪れたくなる町」をテーマに発表

ひとことボード「これからのC
OC活動で活かしたい事」

ひとことボード「あなたにと
っての地域とは」

２日目は各グループが最終発表

最終発表後の振り返り

早朝の由布岳
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日　　程：

平成28年11月23日（水・祝）　13:30～17:15

場　　所：

佐賀大学本庄キャンパス　教養教育大講義室

概　　要：

地域を志向する人材育成を目的とした「大学COC事業」と、地

元就職率の向上を目標とする「COC＋事業」が共同で実施した。

当日は約160名が参加し、地域志向型教育やインターンシップ、

地域産業・雇用についての基調報告を聞いた後、分科会で意見交

換を行った。また、COCおよびCOC＋事業を紹介するパネル展を

同時開催した。

地（知）の拠点事業（大学COC事業）/地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）

COC/COC＋  さがの未来を創る  
　地方創生と人材育成  シンポジウム

特別講演開催風景

シンポジウムチラシ
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１．概要説明

「佐賀県におけるCOC・COC＋の取り組み」

五十嵐 勉（佐賀大学 全学教育機構 教授・COC＋事業実施責任者）

平成25年度からはじまった大学COC事業のこれまでの取り組み内容と成果、地域志向型教育を踏まえたCOC＋

への展開について説明した。また、佐賀大学の学生アンケートの結果を基に、地域志向型科目受講と地元就職意欲の

相関関係について述べた。

２．基調報告
２-１．「地域志向型教育の成果と課題　～おおいた地域創生人材育成の現場から～」
吉村 充功（日本文理大学 工学部 教授・大学COC事業の事業推進責任者）

日本文理大学では、地域への愛着を持ち、主体的に課題を発見し、専門的なスキルを活用して住民や関係者と課題

解決に取り組むことができる人材「地域創生人」の育成に取り組んでいる。この育成のため、体験交流活動から知識

の習得、課題解決型学修を行うという学修サイクルを確立。具体的な活動内容や得られた学修成果のデータを基に、

その相関関係を示しながら地域で学ぶ意義と成果を説明した。

２-２．「CO-OP 型インターンシップの現状と課題」
酒井 佳世（久留米大学 教育・学習支援センター 准教授）

久留米大学におけるWIL（職業統合的学習）と地方創生の取組み事例について、インターンシップおよびコープ教育

の現状と課題を説明したうえで報告した。インターンシップは、キャリア教育や専門教育の実質化、教養教育の効果

が期待され、実施校数（単位認定のみ）は年々増加している。大学でのキャリア教育の課題として、質の保証、一般共

通教育科目での限界、専門科目との連携を挙げた。

２-３．「地域で光り輝く企業を目指して」
竹下 真由（竹下製菓株式会社 代表取締役社長）

創業から120年以上の竹下製菓の歴史と自社商品、佐賀発企業として

の取り組みを報告した。地域貢献の取り組みとして、「ブラックモンブラ

ン」を例に挙げ、気球「モンブランバルーン号」の制作、佐賀のＰＲにつな

がるような商品をつくる“地元密着型のコラボ企画”等を紹介。また、就

職先として選んでもらうための企業情報発信や、子育てを応援する取り

組み等、会社全体の体制を伝えた。

佐賀でまなび・はたらくための分科会
分科会は「佐賀をまなぶ～地域志向型教育部会～」「佐賀ではたらく～

インターンシップ推進部会～」「佐賀をむすぶ～地域産業・雇用部会～」

の３つの部会に分かれて開催した。各分科会にCOCおよびCOC＋関連科

目受講生や連携企業・地域の担当者が登壇し、それぞれの取り組みや成

果、課題等について意見交換を行った。最後に３部会の参加者が集まり、

各部会の情報を共有した。

特別講演

基調報告では講師３名に報告いただいた

各分科会には20～50名程が参加

記
　
録

Community Campus Saga
Activation Project
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日　　程：

平成28年9月26日（月）　13:00～16:00

場　　所：

佐賀大学本庄キャンパス　理工学部６号館（ＤＣ棟）

２階多目的セミナー室

概　　要：
地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）の先駆的な取組みを学

ぶ研修会。基調講演では、弘前大学助教西村君平氏をお招きし、大学COC事業における学生評価方法について講演

いただいた。弘前大学では、大学ＣＯＣ事業「青森ブランドの価値を作る地域人材の育成」における学生の評価方法

としてルーブリック評価を取り入れている。その概要やどのようにルーブリック評価の研究・開発がなされたのか、そ

して開発されたルーブリックの特徴について、カリキュラムマップを示しながら具体的に説明。評価が難しい地域志

向型の教育を「厚いルーブリック」で評価するというアイディアや、その評価方法をどのように実施していくかという

お話に、講演後は会場からたくさんの質問があった。

その後の報告会では、佐賀大学プロジェクトＥの坂西雄太氏、西九州大学プロジェクトＨの上城憲司氏、佐賀大学

地域志向教育研究経費事業の山田直子氏と北垣浩志氏に、大学ＣＯＣ事業におけるそれぞれの教育・研究・社会貢献

活動の成果や課題を発表いただいた。

この研修会は佐賀大学のFD（Faculty Development）・SD（Staff Development）研修会として実施し、６３名が

参加した。

平成２８年度　地（知）の拠点整備事業

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト
佐賀大学ＦＤ・ＳＤ研修会

基調報告開催風景
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日　　程：

平成29年2月14日（火）13:00～17:00

場　　所：

佐賀大学本庄キャンパス　理工学部８号館１階　社会連携課会議室

概　　要：

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト運営委員会が

行った「自己点検評価」の結果について、運営委員会以外の者による外部評価

を実施した。

外部の有識者を外部評価委員会委員として招聘し、自己点検評価報告書の書

面審査、討論による評価を依頼した。外部評価委員会は、評価報告書を運営委

員会委員長に提出し、運営委員会が行う事業等の質的向上を図り、その運営全

般の改善・改革に資するとともに、ステークホルダーや社会からの負託に応え

ることを目的とする。

１）外部評価委員会

協議事項等：

13：00～13：10　開会の挨拶　

13：10～13：15　外部評価委員会委員の紹介

13：15～13：20　コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会関係者の紹介

13：20～17：00　外部評価委員会

①外部評価委員会実施要領（案）について

②外部評価委員会委員長の選出

③事業、及び自己点検評価書の概要について

④質疑・応答

⑤外部評価書の作成、及び取りまとめ

　　　　　　　　　　　　　（運営委員会関係者退出）

⑥今後のスケジュールについて

　評価報告書の最終報告書の提出

17：00　　　　　 閉会

２）学部評価報告書の提出　平成29年3月17日（金）

外部評価委員会は、「外部評価報告書」を取りまとめ、コミュニティ・キャンパ

ス佐賀運営委員会に提出する。

文部科学省　地（知）の拠点整備事業　佐賀大学・西九州大学

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト
外部評価の実施
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外部評価委員会の委員名簿

吉村　充功　　日本文理大学・教授 　　

　　　　　　　　日本文理大学人間力育成センター・センター長

渡邉　亮太　　福岡工業大学ＦＤ推進室・室長

遠藤　　彰　　佐賀県 政策部 企画課 副課長

伊豆　哲也　　特定非営利活動法人まちづくり機構ユマニテさが 常務理事

コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会の出席者名簿

門出　政則　　コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会委員長

　　　　　　　　佐賀大学副学長（研究・社会貢献担当）

井本　浩之　　西九州大学事業実施責任者・教授

　　　　　　　　西九州大学副学長（社会貢献担当）

三島　伸雄　　佐賀大学事業実施責任者・教授

　　　　　　　　産学・地域連携機構地域連携部門長（併任）

木塚　德男　　佐賀大学社会連携課・課長

三島　　舞　　佐賀大学ＣＯＣ事業コーディネーター　

中島　哲男　　西九州大学センター事務室・事務長

（事務補佐業務関係者）

佐賀大学　社会連携課係長　　井上　謙一

佐賀大学　社会連携課　　　　園田　浩之

外部評価委員会の様子

記
　
録

Community Campus Saga
Activation Project
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2016/4/6　読売新聞

■嬉野温泉駅周辺整備を提言

新聞掲載記事等

■街中に農園を設置　世代間交流を図る

2016/4/10　西日本新聞
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広
報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project

■まち歩きで地域活性化策を提案

2016/6/3　佐賀新聞

2016/5/20　佐賀新聞

■おっぱいと抱っこの相談会を実施
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2016/6/5　佐賀新聞

■「佐賀・茶学会」で煎茶の歴史、魅力紹介
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広
報
関
係
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2016/6/6　佐賀新聞

■「AQUA SOCIAL FES !! 2016」蕨野の棚田で田植え



84

2016/7/3　佐賀新聞

■「佐賀環境フォーラム」淡水魚を観察する体験学習開催
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広
報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project

2016/7/18　佐賀新聞

NHK　NEWS　WEB　2016/9/27

（http://www3.nhk.or.jp/lnews/saga/5085629661.html?t=1474934590866）

地域の課題解決に向けた教育や研究に共同で取り組んでいる、佐賀大学と西九州大学の活動報告会が佐賀

市で開かれました。

佐賀大学と西九州大学は、自治体とも連携して、3年前から学生を地域の中で学ばせ、課題解決に向けて取り

組む教育や研究を行っていて、26日、佐賀大学で開かれた活動報告会には、およそ40人が参加しました。この

中で、佐賀大学は、離島や山間部などを含め、県内各地で保健医療に貢献する人材の育成を目的に、医学部の

学生たちが県内の離島の診療所の訪問などを行っていることを説明しました。

また、西九州大学では、学生たちが高齢者に呼びかけて725人を検査し、その結果87人が認知症の疑いがあ

るとわかり、自治体の支援につなげたことなどを報告しました。

この取り組みは来年度まで続く予定で、担当する佐賀大学社会連携課の三島舞コーディネーターは「地域の

現状を知ることは、学生たちの学びを深めるのに役立っていると感じる。地域に愛着を持ち、この地域のため

に働きたいと思う学生が育ち、それが地域の活性化などにつながってほしい」と話していました。

■「小城鍋島家Ten」オープン１周年記念イベント開催

NHK佐賀県のニュース　佐賀放送局

■地域の課題解決の実践例を報告
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2016/10/2　佐賀新聞

■「AQUA SOCIAL FES !! 2016」蕨野の棚田で稲刈り

2016/11/16　佐賀新聞

■「今どき大学生」で佐賀大農学部４年の前﨑桜樹さんを紹介
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広
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■学生の地元就職率向上を目指しシンポジウム開催

2016/11/26　佐賀新聞

2016/11/25　日刊工業新聞

■「グリコシルセラミド」で腸内細菌改善作用を確認



88

（平成25年9月26日制定）
（設置）
第1　　国立大学法人佐賀大学及び学校法人西九州大学に,地（知）の拠点整備事業（事業名称：コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベー

ション・プロジェクト）の実施に関し,必要な事項を審議するため,コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト運営
委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。

（審議事項）
第2　　運営委員会は,次に掲げる事項を審議する。

(1) プロジェクト実施に関する企画の立案及び推進に関すること。
(2) プロジェクトの予算管理に関すること。
(3) 自治体等との連携の推進に関すること。
(4) プロジェクトの自己点検評価に関すること。
(5) その他プロジェクトの実施に関する事項 

（組織）
第3　　運営委員会は,次に掲げる委員をもって組織する。

(1) 佐賀大学理事のうち佐賀大学長が指名した者　1人
(2) 西九州大学理事のうち西九州大学長が指名した者　1人
(3) 佐賀大学における事業実施責任者
(4) 西九州大学における事業実施責任者
(5) 佐賀大学におけるプロジェクト実施責任者
(6) 西九州大学におけるプロジェクト実施責任者
(7) 佐賀大学全学教育機構専任教員のうち佐賀大学長が指名した者　若干人
(8) 西九州大学グループ地域連携センター教員のうち西九州大学長が指名した者　若干人
(9) コミュニティ・キャンパス佐賀コーディネーター
(10) その他第5第1号に規定する委員長が指名した者　若干人

（任期）
第4　　第3第5号から第8号まで及び第10号の委員の任期は,2年とし,再任を妨げない。

2　第3第5号から第8号まで及び第10号の委員に欠員が生じた場合の後任の委員の任期は,前任者の残任期間とする。
（委員長及び副委員長）
第5　　運営委員会に委員長を置き,第3第1号の委員をもって充て,副委員長は第3第3号及び第4号の委員をもって充てる。

2　委員長は,委員会を招集し,その議長となる。
3　委員長に事故があるときは,副委員長が,その職務を代行する。

（議事）
第6　　運営委員会は,委員の過半数の出席がなければ,議事を開き,議決をすることができない。ただし,やむを得ない理由により出席ができな

い場合にあっては,代理者の出席を認め,その者を委員に代えることができる。
2　議事は,出席した委員の3分の2以上の多数をもって議決する。

（委員以外の者の出席）
第7　　運営委員会が必要と認めたときは,運営委員会に委員以外の者の出席を求め,意見を聴くことができる。
（部会）
第8　　運営委員会に必要に応じて部会を置くことができる。

2　部会に関し必要な事項は,別に定める。
（事務）
第9　　運営委員会の事務は,佐賀大学事務局関係各課及び西九州大学グループ地域連携センターの協力を得て,佐賀大学学術研究協力部社

会連携課が行う。
（雑則）
第10　この要項に定めるもののほか,運営委員会の運営に関し,必要な事項は,委員長が別に定める。

附　則
1　この要項は,平成25年10月1日から実施する。
2　この要項実施後,最初に選出される第3第5号から第8号まで及び第10号の委員の任期は,第4第1項の規定にかかわらず,平成27年3月

31日までとする。
附　則（平成27年7月22日改正）

この要項は,平成27年10月1日から実施する。
附　則（平成28年3月25日改正）

この要項は,平成28年4月1日から実施する。

■コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト
　運営委員会設置要項

資　料
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■コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・
　プロジェクト運営委員会名簿

 平成29年2月3日

〈西九州大学〉

部　　　局 職　　　名 氏　　　名

理事（研究・社会貢献担当） 副 学 長 門　出　政　則

工学系研究科 教 授 三　島　伸　雄

全学教育機構 教 授 五十嵐　　　 勉

教育学部 教 授 井　上　伸　一

経済学部 准 教 授 戸　 田 順 一 郎

医学部 教 授 杉　岡　　　 隆

( 農 ) 附属アグリ創生教育研究センター 准 教 授 上　埜　喜　八

全学教育機構 准 教 授 郡　山　益　実

全学教育機構 教 授 諸　泉　俊　介

全学教育機構 講 師 山　内　一　祥

社会連携課 コーディネーター 三　島 　　　舞

社会連携課 課 長 木　塚　德　男

部　　　局 職　　　名 氏　　　名

理事（社会貢献担当） 副 学 長 井　本　浩　之

健康栄養学部 教 授 栁　田　晃　良

健康福祉学部 教 授 酒　井 　　　出

健康栄養学部 教 授 安　田　みどり

リハビリテーション学部 准 教 授 上　城　憲　司

健康福祉学部 講 師 岡　 部 由 紀 夫

センター事務室 事 務 長 中　島　哲　男

〈佐賀大学〉

〈西九州大学〉

Community Campus Saga
Activation Project
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（平成25年11月15日制定）

（設置）

第1　  地（知）の拠点整備事業（事業名称：コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト）の実施に関し,必要な事項を協議

するため,コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。

（協議事項）

第2　  推進会議は,次に掲げる事項を協議する。

(1) 地域のニーズに対応した教育研究の推進に関すること。

(2) 地域と大学間の積極的な連携・対話の推進に関すること。

(3) その他プロジェクトの実施に関する事項

（組織）

第3　  推進会議は,次に掲げる機関の担当者をもって構成する。

(1)   佐賀県

(2)   佐賀市

(3)   神埼市

(4)   唐津市

(5)   小城市

(6)   鹿島市

(7)   嬉野市

(8)   吉野ヶ里町

(9)   佐賀大学

(10) 西九州大学

(11) その他第4第1項に規定する会長が指名した者　若干人

（会長）

第4　  推進会議に会長を置き,構成員の互選により選出する。

2　会長の任期は2年とし,再任を妨げない。

3　会長は,推進会議を招集し,その議長となる。

4　会長に事故があるときは,あらかじめ会長が指名した構成員がその職務を代行する。

（構成員以外の者の出席）

第5  　推進会議は,必要に応じ構成員以外の者の出席を求め,意見を聴くことができる。

（事務）

第6　  推進会議に関する事務は,佐賀大学事務局関係各課及び西九州大学グループ地域連携センターの協力を得て,佐賀大学学術研究協力

部社会連携課が行う。

（雑則）

第7　  この要項に定めるもののほか,推進会議の運営に関し必要な事項は,推進会議が別に定める。

附　則

1　この要項は,平成25年11月15日から実施する。

2　この要項の実施の際,現に会長の職にある者の任期は,第4第2項の規定にかかわらず,平成27年3月31日までとする。

附　則

この要項は,平成27年10月1日から適用する。

■コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議設置要項
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■コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議委員名簿

平成29年2月6日

〈関係者〉

所　　　属 職　　　名 氏　　　名

佐賀県 政 策 部　 企 画 課 坂　井　伸　弥

佐賀市 企画調整部　企画政策課 豆　田　　　 仁

神埼市 総 務 企 画 部　 企 画 室 中　島　勝　利

唐津市 企画政策課（交流協定担当者） 牛　草　和　人

小城市 企 画 政 策 課 楠　 田　　　 武

鹿島市 総 務 部 企 画 財 政 課 木　原　智　典

嬉野市 総 務 企 画 部企 画 政 策 課 山　口　卓　也

吉野ヶ里町 企 画 課 課 長 内　田　春　幸

佐賀大学 工 学 系 研 究 科 教 授 三　島　伸　雄

西九州大学 副 学 長 井　本　浩　之

一般社団法人ユニバーサル人材開発研究所 代 表 理 事 大　野　博　之

佐賀大学 全 学 教 育 機 構 教 授 五十嵐　　　勉

西九州大学 事 務 長 中　島　哲　男

佐賀大学 特 任 准 教 授 畑　 中　　　 寛

佐賀大学 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 三　 島　　　 舞

佐賀大学 教 務 課 長 松　尾 　　　訓

佐賀大学 社 会 連 携 課 長 木　塚　德　男

佐賀大学 社 会 連 携 課 係 長 井　上　謙　一

佐賀大学 社 会 連 携 課 園　田　浩　之

Community Campus Saga
Activation Project
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（平成28年4月25日制定）

（設置）

第1　 佐賀大学地域創生推進センター（以下「センター」という。）に,国立大学法人佐賀大学地域創生推進センター規則（平成27年12月

25日制定）第4条の規定に基づき,コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト（以下「プロジェクト」という。）を

円滑に実施するため,大学COC事業推進部門（以下「部門」という。）を置く。

（組織）

第2　  部門は,プロジェクト運営委員会委員のうち次に掲げる佐賀大学の関係者をもって組織する。

(1) 理事

(2) 事業実施責任者

(3) プロジェクト実施責任者

(4) 全学教育機構専任教員　

(5) コミュニティ・キャンパス佐賀コーディネーター

(6) 社会連携課長

（業務）

第3　  部門は,次に掲げる佐賀大学における業務を行う。

(1) プロジェクトの評価に関すること。

(2) プロジェクトの交付申請及び実績報告に関すること。

(3) プロジェクトの予算配分に関すること。

(4) 地域志向教育研究経費の公募及び担当教員の選定に関すること。

(5) 地域を志向する教育・研究・社会貢献に関するアンケートの実施に関すること。

(6) その他プロジェクト推進に関すること。

（議長）

第4　  部門に議長を置き,第2第1号の委員をもって充てる。

2　議長は,会議を主宰する。

3　議長に事故があるときは,あらかじめ議長が指名した委員がその職務を代行する。

（雑則）

第5　  この要項に定めるもののほか,部門の運営に関し必要な事項は,議長が別に定める。

附　則

この要項は,平成28年4月25日から実施する。

■佐賀大学地域創生推進センター大学ＣＯＣ事業推進部門設置要項
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■佐賀大学地域創生推進センター
　大学ＣＯＣ事業推進部門名簿

平成28年4月25日

部　　　局 職　　　名 氏　　　名

理事（研究・社会貢献担当） 副 学 長 門　出　政　則

工学系研究科 教 授 三　島　伸　雄

全学教育機構 教 授 五十嵐　　　勉

教育学部 教 授 井　上　伸　一

経済学部 准 教 授 戸　 田 順 一 郎

医学部 教 授 杉　岡　　　 隆

( 農 ) 附属アグリ創生教育研究センター 准 教 授 上　埜　喜　八

全学教育機構 准 教 授 郡　山　益　実

全学教育機構 教 授 諸　泉　俊　介

全学教育機構 講 師 山　内　一　祥

社会連携課 コーディネーター 三　島 　　　舞

社会連携課 課 長 木　塚　德　男

〈佐賀大学〉

Community Campus Saga
Activation Project
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地（知）の拠点整備事業
コミュニティ・キャンパス佐賀
アクティベーション・プロジェクト

コーディネーター　三島　舞

編集後記

本年度は、5カ年事業の4年目が終わり、各プロジェクトの地域

志向科目における地域活動の定着と発展が進んだ年となった。

また、本事業開始後の平成26年度から始まった「インターフェー

ス科目」受講生は、卒業を迎える年となった。それぞれの人生に

おいて、これまでの地域志向型教育・研究・社会貢献活動で培っ

た能力がどのように花開くのか大いに期待するところである。最

終年度となる平成29年度は、本事業での活動が地域においてど

のような効果を生んでいるのかもしっかりと見極め、地域に求め

られる持続的な事業としていきたい。
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地（知）の拠点整備事業
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